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　前橋市は、雄大な裾野を広げる赤城山を背に、板東太郎として名高い利根川や詩情豊か

な広瀬川が市街地を貫流する、四季折々の風情にあふれた美しい県都です。

　前橋市域の赤城山南麓と前橋台地上には、旧石器時代から近世、近代に至るまで、人々

の生活の痕跡を示す遺跡・遺物が数多く存在します。特に古墳においては、かつて市域に

800余基の存在が伝えられています。その中には大室四古墳をはじめ国指定史跡となって

いる古墳も9基含まれ、東国古墳文化の中心として位置づけられてきました。また、続く

律令政治の時代に入ると、山王廃寺、上野国分僧寺、上野国分尼寺、上野国府の存在が示

す通り、政治、宗教、経済の中心地として花開き一大文化圏が形成されました。さらに中

世においては、戦国武将の長尾氏・上杉氏・武田氏・北条氏が鏑をけずった地として知ら

れ、近世においては、譜代大名の酒井氏・松平氏が居城した関東三名城の一つに数えられ

る厩橋城が築かれました。まさに、前橋はこれまで連綿と続いてきた歴史を物語る様々な

文化財で溢れています。

　ローズタウン住宅団地が建設されようとしている江木・富田町周辺は、赤城山南麓の自

然に恵まれた地であり、周辺では縄文時代からの人々の生活の跡がのこされています。

　本年度調査のローズタウン遺跡群富田下大日皿遺跡では、事業実施に先立ち、発掘調査

を実施いたしました。この調査期間中、縄文時代の住居跡や奈良から平安時代の住居跡、

掘立柱建物跡などが確認され、地区の歴史解明に貴重な資料を得ることができました。

　発掘調査にあたりまして、ご協力をいただきました市工業課、前工団、地元関係者、酷

暑のなか調査に従事されました皆様に感謝とお礼を申し上げます。

平成14年3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団長　阿部明雄



例 口

1．本報告書は、ローズタウン住宅団地造成事業に伴うローズタウン遺跡群　富田下大日1遺跡発掘調査報告書である。

2．本遺跡は、群馬県前橋市富田町1824番地の10他に所在する。

3．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。

4。発掘調査担当及び調査期間は次のとおりである。

　発掘・整理担当者　　平野岳志・渡邉三男・島　武臣（前橋市埋蔵文化財発掘調査団）

　発掘調査期間　平成13年5月17日～平成13年11月29日

　整理・報告書作成期間　　平成12年11月30日～平成13年3月20日

5．本書の原稿執筆・編集は平野・渡邉・島が行った。

6．発掘調査・整理作業にかかわった方々は、次のとおりである。（五十音順）

　石井春江　神沢方子　佐藤佳子　品川成夫　下境　米治　下境弥　高畑八栄子　冨岡和子　内藤　旭　内藤よし　中島利夫

　萩原和子　町田奈緒子　峰岸あや子　吉田真理子

7．発掘調査で出土した遺物は、当調査団より前橋市教育委員会に保管責任を依頼し、前橋市教育委員会文化財保護課で保管さ

　れている。

凡 例

1．挿図中に使用した北は、座標北である。

2．挿図に建設省国土地理院発行の1／5万地形図（前橋）と1／20万地形図（前橋）を使用した。

3．本遺跡の遺跡コード名は13E47である。

4．各遺構及び意抗せ節の略称は、次のとおりである。

　J…縄文時代の住居跡　　H…古墳・奈良・平安時代の住居跡

　B…掘立柱建物遺構　　D…土坑　　P…柱穴・貯蔵穴（住居内P5を貯蔵穴とした。）

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、次のとおりである。

　遺構　　住居堤・掘立柱建物遺構・土坑…1／60、全体図…1／250、1／500

　　　炉・竃断面図…1／30、

　遺物　　土器…　石器…　鉄器・鉄製品…

6．スクリーントーンの仕様は次のとおりである。

　遺構平面図　　焼土…匿璽

　遺構断面図　　構築面…刎

　遺物実測図　　繊維の入った縄文土器断面…匿嚢劉、　遺物についた粘土…慶甕翻、　燃した部分・・乳醗羅翻、

　　　　　内黒部分…羅、　遺物についた漆…翻、　須恵器断面…■■暉、　灰粕部分…墜、

　　　　　石器使用…塵翻

7．遺物分布図のシンボルの使用は次のとおりである。

　●…土器、○…須恵器、△…灰粕陶器、▲一・鉄器・鉄製品、ロ…石器・石製品

　なお、接合状態は実線で結んだ。

8．火山降下物の略称と年代は次のとおりである。

　As－B　（Bテフラ＝供給火山・浅問山、1108年）

　Hr－FP（F　P軽石：供給火山・榛名山、6世紀中葉）

　As－C　（C軽石：供給火山・浅間山、4世紀中葉）

　As－YP（浅間板鼻黄色テフラ＝供給火山・浅間山、約13，000～14，000年前）

　As－BP（浅間板鼻褐色テフラ群：供給火山・浅間山、17，000～21，000年前）
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Fig．1　ローズタウン遺跡群の位置



1 調査に至る経緯

　平成11年10月25日、前橋工業団地造成組合（前橋市商工部工業課、以下前工団）から同市教育委員会文化

財保護課へ住宅団地造成事業に伴う埋蔵文化財確認調査の依頼が打診された。これを受け、同年10月28・29

日、同文化財保護課で試掘調査を実施した。この部分は住宅団地の調整池部分であったが、遺構は確認でき

なかった。しかし平成12年4月17日、前工団より住宅団地造成予定地の部分について、文化財保護課に埋蔵

文化財発掘調査の依頼がなされた。そこで同年4月18日に前工団と文化財保護課間で発掘調査についての協

議を経て、5月18日、前工団管理者　萩原弥惣治と前橋市教育委員会が組織する前橋市埋蔵文化財発掘調

査団の団長　阿部　明雄との間で、埋蔵文化財発掘調査委託契約が締結の運びとなり、5月24日から現地で

の発掘調査を開始するに至った。調査依頼面積が45haと広大であり、さらに調査を依頼されている箇所が住

宅団地造成により掘削されてしまう高台と、新たに住宅団地内に造成される道路予定地部分に限られていた

ため、調査は遺構分布状態を確認するための試掘調査から取りかからねばならなかった。そのため、7月中

旬までトレンチ掘削による試掘調査を行った。この結果、昭和30～40年代に実施された土地改良のため、調

査対象区域の大部分で撹乱が認められた。このため調査面積に比して検出遺構並びに検出遺物は少量であっ

た。しかし、調査対象区域南側の中央から西側にかけての区域には、比較的遺構が残存していることが判明

した。

　こうした試掘調査の結果に基づき、平成12年度分の調査は前橋市富田町1791番地6付近の遺構が集中して

検出された部分（ローズタウン遺跡群富田下大日1遺跡）に限定して、7月17日より本調査を開始した。こ

の区域以外の場所から検出された遺構については、平成12年度に民問の調査会社に委託して調査する区域

（ローズタウン遺跡群富田下大日II遺跡）・平成13年度に直営で調査する区域・平成13年度に民間の調査会社

に委託して調査をする区域の三区域に分けて、2年問かけて遺跡群全体を発掘調査することとなった。

　平成13年度富田下大日III遺跡発掘調査では、富田下大日1遺跡の西側をA区（前橋市富田町1816番地1）、

南から南西側をB区（前橋市富田町1824番地10他）と称した。調査面積はA・B区を合わせて約8930㎡であ

る。なお、民問の調査会社に委託して調査した江木町部分については、『ローズタウン遺跡群富田下大日IV遺

跡』に記録されている。

II　遺跡の位置と環境

1遺跡の立地

　本遺跡群は、前橋市街地から東方に6kmほど離れた前橋市江木町・富田町に跨って所在する。地番は前

橋市富田町1791番地ほかである。ここは標高約114m、赤城山南麓傾斜地南端部の台地上である。この台地は

中央部に幅約300mほどで、南北に走る谷地を挟んで南東方向に長く延びている。現在では、台地を囲むよう

に住宅が建ち並び、西側は萱野団地、北東部は大胡町に接する。谷地の水田面と台地面との高低差は約7m、

遺跡群の西側、萱野団地との高低差は約9mである。また、遺跡地の北側には前橋大間々桐生線、南側には

前橋赤堀線といった主要幹線道が走っている。
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1：50，000　前橋　　1。。。m　　。　　1。。。　　2e。。　　3。。。

1．小神明遺跡　2．芳賀東部工業団地遺跡　3．萱野遺跡　4．北原遺跡

5．諏訪遺跡　　6．諏訪西遺跡　　　　　　　7．荒砥諏訪西遺跡

8．富田古墳群　9．鶴が谷遺跡　10．荒砥大日塚遺跡　11．荒砥上ノ坊遺跡

12．荒砥島原遺跡　13．無台遺跡　14．西大室丸山遺跡

Fig．2　ローズタウン遺跡群周辺図
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　赤城山南麓には関東ローム層を基盤とする洪積台地が発達し、山頂部の小沼から流れ出す粕川をはじめと

する荒砥川・白川等が放射線状に流れ出している。これらの川の間を中小の河川が枝状に流下している。こ

うした大小の河川が沖積地を形成し、水田として開けている。さらに、火山性泥流丘（流山）が数カ所確認

されており、起伏に富んだ地形を示している。赤城山南麓傾斜地は、標高約500mの宮城村三夜沢付近に変換

点があり、そこから下では緩傾斜となる。そのまま緩傾斜は10kmほど下り、本遺跡地の南側約1㎞付近で沖

積傾斜地に接合する。この接合部の標高はおよそ80mである。

　こうした赤城山南麓の地形は原始から古代にかけての集落形成に適していたようで、ここは県内でも遺跡

が集中している地域である。大小の河川によって複雑に絡み合って形成された谷地では、古くから多くの水

田が開拓されている。標高の高い場所でも谷底部は水田となっている場合が多い。遺跡の分布は、標高350

～400m辺りを北限として山麓を環状に取り巻いている。本遺跡群周辺地域でも、長年にわたり土地改良に

伴う発掘調査が行われ、数多くの遺跡が発見されている。特に荒砥川西から本遺跡地までの台地上では、昭

和50年代に県営荒砥北部地区ほ場整備事業に伴う埋蔵文化財調査がなされ、数多くの調査報告がなされてい

る。

2　歴史的環境

　本遺跡群と幅約200mの谷地を挟んで西側に隣接している萱野団地では、昭和60・61年度にかけて発掘調

査が行われた。横穴式石室をもつ古墳や5万㎡の団地造成面積全面にわたる集落跡が確認された。遺構は、

縄文時代から古墳・奈良・平安時代にかけての竪穴住居跡30軒以上が数えられた。また、遺跡群の東方約6

kmには、大室古墳群と古墳時代から平安時代にかけての集落跡を中心に調査された内堀遺跡群がある。ここ

では、28，000年前の旧石器も検出されている。

　縄文時代の遺跡は、標高550mより低い地域、国道535線付近に濃く分布している。本遺跡群では平成12年

度の試掘調査の段階から、トレンチ内で縄文時代中期の加曽利E式土器を確認している。本遺跡群の北東約

3kmの大胡町上大屋南部遺跡群にある西小路遺跡や上ノ山遺跡や諏訪東遺跡群からも加曽利E式土器と竪穴

住居跡の調査報告がなされている。また、昨年度・本年度の調査では、縄文時代前期の土器片を多数収納し

た。

　本遺跡群の北西約5kmには、芳賀東部団地遺跡群がある。ここでは、昭和48年から8年間発掘調査が行わ

れ、縄文時代から中近世までの住居跡が数百軒検出されている。芳賀地区からは縄文時代草創期・早期の土

器が出土しており、嶺町、鳥取町、勝沢町等の調査では、竪穴式住居跡が検出されている。また、荒砥川西

岸の荒砥北原遺跡・荒砥宮田遺跡でも、縄文時代前期から中期にかけての竪穴住居や土坑を検出している。

　本遺跡群周辺の弥生時代の遺跡は少ない。芳賀地区では、小神明IV遺跡から1軒、小神明II遺跡から弥生

時代中期から後期にかけての住居跡が2軒検出された。しかし、このうち1軒は焼失住居であることがわか

っている。荒砥川周辺でも、東岸の荒口前原遺跡で弥生時代中期の住居跡から竜見式土器が出土した調査例

や、荒砥大日塚遺跡・荒砥島原遺跡・鶴が谷遺跡・諏訪遺跡・内堀遺跡群・荒砥上ノ坊遺跡などに数件の調

査例があるが、住居の軒数自体は少ないものである。隣接する大胡町金丸遺跡に弥生時代中期の岩櫃山式の

壷や甕が出土した調査報告がある。この時期の多くの遺跡では、人々が谷地地形の地域を中心に集落を形成

するというより、試行的に進出する傾向があるように見受けられる。

　古墳時代では、赤地山南麓一体には多くの遺跡が所在する。前橋市広瀬町の八幡山古墳や天神山古墳に代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4



表されるように、大型墳がつくられる。それに続いて今井神社古墳、大室古墳群など有力墳がつくられる。

また、市内各地に後期古墳群が形成される。芳賀東部団地遺跡群においては、古墳時代から奈良・平安時代

にかけての竪穴住居跡374軒、掘立柱建物遺構206棟にも及ぶ集落遺跡が調査されている。ここに隣接する芳

賀西部団地遺跡においても、古墳時代の古墳が30基、芳賀北部団地遺跡では竪穴住居跡227軒、掘立柱建物跡

8棟、製鉄跡3基を検出している。荒砥川流域では、石田川式土器を共伴する遺跡の数が多く、古墳時代前

期の開発が早くから行われた。その後も古墳時代の集落がいくっも形成され、継続的に存続していたと考え

られている。荒砥川東岸の北原遺跡では、古墳時代の竪穴住居跡が73軒、円形周溝墓2基が調査されている。

荒砥川の自然堤防上に位置する諏訪西遺跡からは古墳時代前・中・後期の竪穴式住居跡11軒、古墳2基（う

ち一つは竪穴式石室）が調査された。荒砥諏訪西遺跡からは古墳時代前期の竪穴住居跡49軒、古墳時代後期

の竪穴住居跡10軒が、いずれも荒砥川左岸の丘陵地帯に集中している。荒砥川東側の前橋市域だけでも古墳

時代中期の集落遺跡は20遺跡以上、古墳時代後期の遺跡では36遺跡も確認されている。荒砥川左岸地域（泉

沢町・荒口町・今井町・荒子町・西大室町）には、この時期に数多くの古墳も造られている。当時これらの

集落の数が古墳の数多い分布にそのまま反映されているようである。荒砥川とその東側の赤堀町を南流する

粕川流域は、県内ではもっとも古墳の分布が集中している地域である。『上毛古墳綜覧』にも旧荒砥村には

365基、赤堀町には333基の古墳があったと記述されている。

　本遺跡周辺部にも古墳群が多数存在する。代表的なものとしては、前橋市の大室古墳群・富田古墳群・荒

子古墳群、赤堀町の多田山古墳群、伊勢崎市の波志江古墳群等、枚挙にいとまがない。荒砥川東岸丘陵部の

舞台西遺跡では古墳が4基、西大室丸山遺跡では古墳を3基調査している。この古墳は、県内に6世紀代に

導入されたとされている横穴式石室をもつことや副葬品の様相から、6世紀後半から7世紀前半の築造とさ

れている。本遺跡地北西の前橋市五代町では、7世紀前半の副葬品をもつ五大大日塚古墳、南西約3㎞離れ

た堀之下町には6世紀前半の横穴式石室をもつ正円寺古墳がある。

　幾つかの巨石が並べられ、それを信仰の対象としたと考えられる祭祀跡も確認されている。西大室丸山遺

跡以外で確認されている巨石を信仰の対象とした祭祀跡は、粕川村の七ツ石遺跡や宮城村の櫃石遺跡があげ

られる。この遺跡では、有孔円盤・臼玉などの石製模造品、手捏土器などが検出され、祭祀との関わりがあ

ったとみられている。

　前橋市泉沢町にある丸山遺跡やそのすぐ南に位置する荒砥荒子遺跡からは棚列をめぐらす環濠居館が確認

されている。

　奈良・平安時代の遺構は、本遺跡地の東側に位置する富田遺跡群から57軒の竪穴住居跡が確認されている。

また、芳賀東部団地遺跡からは、竪穴住居跡374軒、掘立柱建物遺構206軒と数多く確認されている。芳賀北

部団地遺跡からは、竪穴住居跡227軒、製鉄跡3カ所が確認された。こうした遺跡の広がりから、古墳時代か

ら継続的に形成された生活圏は平安時代に入っても途絶えることがなかったようである。上泉・五代町にあ

る檜峯遺跡からは奈良三彩小壷が見つかっている。当時、貴重であった奈良三彩小壷がこの赤城南麓から出

土したことは、この地域の文化的水準が高かったことを示しているといえよう。
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皿　調査の経過

1　調査方針

　調査に先駆け調査範囲全体をカバーする4mグリッドを設定し、これを最小単位とした。グリッドは西か

ら東へX1，X2，X3…、北から南へY1，Y2，Y3…と付番し、グリッドの呼称は北西交点の名称を

使用した。

　ローズタウン遺跡群　富田下大日皿遺跡のX120－Yl20の公共座標は、

　第IX系　　　　43620．000（X）　　　　　　　　　　　一61820．000（Y’）

　緯度　　　　　36。23’28”．3126　　　　　　経度　　　　　139008’38”．8533

　子午線収差角　2432”．1　　　　　　　　　　増大率　　　　0．999947

　調査方法にっいては、表土掘削・遺構確認・杭打設・遺構掘下・遺構精査・測量・全景写真撮影の手順で

行うこととした。

　図面作成は、平板簡易遣り方測量を用い、住居跡・掘立柱建物遺構等の遺構は1／20、住居跡竃は1／10

の縮尺で作成した。遺構の遺物については、平面分布図を作成し、台帳に各種記録を記載しながら収納した。

また、プラン確認の段階で1／400の現況図を作成し、その後の調査に活用した。

2　調査経過

　発掘調査は、平成13年4月より現地調査、発掘事務手続き、前橋工業団地造成組合との事前協議などを十

分に行った。5月7日、前橋工業団地造成組合との間で発掘調査委託契約を締結した。

　本調査開始に先立って、前年度、耕作のため掘削できなかった区域について試掘調査を行い遺構の分布状

況を確認した。遺構を確認できた江木町の区域は17，000㎡あまりと広大であり本年度中の調査完了が困難で

あることから、民間発掘調査会社に委託することとなった。試掘調査は5月21日に完了し、25日に発堀用機

材を搬入して現場事務所を開設した。

　今年度の調査は、前橋市富田町1816－1と富田町1824－10との2カ所に調査区が分かれた。どちらも団地造

成の際に切り崩すことになる高台部分である。調査工程を考慮して、A区→B区へと調査を進めることとし

た。

5　月 6　月 7　月 8　月 9　月 旧　月 ll　月

試　掘　調　査

表　土　掘』削

遺　構　確　認

杭打設・全体図作成

遺構掘下・精査 鋤購纏灘灘繍融

測量・図面作成
難1’灘欝、’

灘繍灘 麟騰 鞭雛’灘…

写　真　撮　影
・1轍講、’F，1、 灘灘…il萎1

霧

Fig．3　平成13年度調査経過図
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Fig．5　ローズタウン遺跡群富田下大日III遺跡　B区全体図



　A区は、5月28日より遺構の確認作業から着手した。ここは前年度に表土の除去を済ませていた部分であ

る。遺構の掘り下げ・測量・写真記録は、6月10日に完了した。調査の結果、A区からは住居跡4軒、掘立

柱建物遺構1棟、土坑24基が検出された。遺構の精査・記録終了後、現場事務所内にて、遺物の洗浄・注記

の作業を行った。

　B区は表土を除去する面積が8135㎡と広かったので発掘作業の進捗を考え、南側ど北側とに分けて表土を

除去した。表土が無くなると、遺構の劣化が進むためである。6月18日より掘削用重機（バックフォー0．7立

米）を用いて、まずB区南側の表土除去から始めた。6月の梅雨時であったが比較的天候に恵まれ、表土除

去と遺構確認作業は並行して進められた。南側の中央部には、土地改良によると思われる撹乱部分があった。

この部分は堀方まで削平をうけていたので、調査を諦めざるを得なかった。7月2日から調査区の測量及び

方眼杭打ちを行いながら、B区南側表土除去は7月6日に終了した。

　調査工程の都合上、B区南側の調査と同時進行で8月6日よりB区北側の表土除去及び遺構の確認作業を

始めた。この表土除去は10日まで続けられた。B区南側の精査が一応の区切りを見せた8月21日より、B区

北側の精査を開始した。その後、9月2日より土地の削平により残存状況の悪い縄文住居跡の確認を行った。

12本のトレンチ調査を行ったが、ほとんどの住居跡が削平されており、J－5号住居跡だけの確認に終わっ

た。B区からは、住居跡11軒、竪穴状遺構1軒、掘立柱建物遺構11棟、土坑76基、柱穴73基、古墳1基を検

出した。

　9月2日にB区北側の測量及び方眼杭打ちを行い、本遺跡の遺構を測量する基準点を全てそろえた。その

後、遺構の測量を中心に精査を実施した。約2ヶ月の期間を要して精査が終了した後、10月29日より旧石器

文化層確認のための試掘調査を開始した。B区の西斜面にグリッド毎に6箇所のテストピットを設定し手掘

りで確認作業を行った。浅間板鼻褐色テフラ群混入層まで掘下げて確認したが、旧石器検出には至らなかっ

た。この作業は11月13日に終了した。11月19日に調査区全体図の測量を行った後、28日に調査区全体の空中

写真撮影を行い、発掘調査の全工程が終了した。

　11月29日、現場事務所より機材・出土品を搬出して文化財保護課内に整理作業事務所を開設した。翌30日

より平成14年3月22日まで、記録・遺物の整理作業と報告書の作成を行った。

IV層 序

遺跡地内X114・Y103グリッドの土層を基にして、本遺跡の標準土層を作成した。本遺跡は、ローズタウ

ン遺跡群の南東部に位置する標高111m～117mのなだらかな微高地である。土層の堆積状況は、次ぺ一ジの

「Fig．6　富田下大日III遺跡標準土層図」に示した通りである。
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のよい灰白粒をわずかに含む。
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色粒・ローム粒をわずかに含む。粘性がなく、固く締まる。

As－YPを40％、浅黄榿粒・黒色粒を含む発泡のよい灰白色粒・
ローム粒をわずかに含む。粘性がなく、固く締まる。

明褐色粒を40％、黒色粒を含む発泡のよい灰白色粒を5％、
As－YP・浅黄榿粒をわずかに含む。
強い粘性があり、締まりもある。

明褐色粒を20％、黒色粒を含む発泡のよい灰白色粒を5％、
As』YP・浅黄榿粒をわずかに含む。
強い粘性があり、締まりもある。

明褐色粒をわずかに含む。

強い粘性があり、固く締まる。

Fig．6　富田下大日III遺跡標準土層図



V遺構と遺物

1住居跡

　縄文時代住居跡5軒、奈良・平安時代住居跡10軒検出。Tab．1を参照。

　　　　　　　　　　　　Tab．1　竪穴住居跡一覧表

遺構名 位　　置 主軸方向

　規　模
軸×短軸（m）

高　（c搬）

積　（㎡）

壁下周溝

竈

貯蔵穴 主な遺物 推定時期

位置 焚口

」一1 X109●Y1？0 N－8Q。一E

4．0×3．4

16

14．8
一 一 一 一 深鉢・打製石斧 縄文時代

前期

J－2 Xl11・Y101 N－79。一E

3．1×2．7

10

8．4

一 一 一 一 石匙・打製石斧 縄文時代
前期

」一3 XllO・YIG2 N－59。一W

3．4×3．3

12

11．2
一 一 一 一 深鉢・石鎌・削器 縄文時代

前期

J－4 X104・Y102 N－18㌧W

4．3×4．1
6　17．6

一 一 一 一 深鉢・打製石斧 縄文時代
前期

」一5 X120・Y110 N－8。一E

6．8×6、3

20

33．2
一 一 ｝ 一 深鉢 縄文時代

中期

H－1 Xl32・Y118 N－50㌧E

3．8×3．7

54

13．9

北壁の一部と

壁から南壁

穴まで

東壁南寄り 65cm 東南隅 土師圷・甕 9世紀中頃

H－2 X130・Y117 N－62。一E

4．1×3．8

34

16，6

北壁から西壁

で
東壁南寄り 45cm 東南隅

土師圷・高台椀・

恵圷・大甕
10世紀前半

H－3 X131・Y112 N－90㌧E

5，6×4．1

49

22．O

西壁 東壁南寄り 55cm 東南隅
土師圷・台付甕・

恵圷
9世紀前半

H－4 X129・Ylll N－86。一W

3，4×3．0

48

10．5
一 東壁南寄り 55cm 東南隅

土師甕・高台椀・

恵圷・高台椀
9世紀前半

H』6 X123・Y115 N－78P－E

3，3×2．8

31

9．4

竃・貯蔵穴を

き全周
東壁南寄り 55℃m 東南隅

土師圷・須恵圷・

台椀
10世紀後半

H－7 X121・Yll2 N－90。一E

3．4×2．8

28

9。1

｝ 東壁南寄り 40cm 東南隅
土師圷・甕・

台椀
9世紀前半

H－8 X130・Y107 N－90㌧E

4。3×3．3

34

13．0

竈北から北壁

で
東壁南寄り 45cm 東南隅

土師甕・高台椀・

恵圷・高台椀
10世紀後半

H－9 X122・YlO9 N－76㌧E

3．3×2．5

32

8．6

西壁 東壁南寄り 55cm 東南隅 土師甕・須恵圷 10世紀後半

H－10 X119・Y111 N－89。一E

3．8×3。0

44

11．6

北壁から西壁

で
東壁南寄り 45cm 東南隅

土師圷・甕ド

恵圷・甕・壷
9世紀前半

H－！1 X118・Y103 N－64㌧E

4。6×4．2

46

17．8

竃・貯蔵穴を

き全周
東壁南寄り 50cm 東南隅

土師圷・須恵圷・
9世紀前半

＊壁高は、遺構確認面から床面までの高さ（cm）

　　　　　　　　　　12



2　竪穴状遺構

　　竪穴状遺構1軒検出。 Tab．2を参照。

Tab．2　竪穴状遺構一覧

遺構名 位　　置 主軸方向

規　模
軸×短軸（m）

高　（cm）

積　（㎡）

壁下周溝

竈

貯蔵穴 主な遺物 推定時期

位置 焚　口

T－1 X127・Y113G N－90。一E

3．3×2，9
58．3

一 一 一 一 一 不　明

＊壁高は、遺構確認面から床面までの高さ（cm）

3　掘立柱建物遺構

　　奈良・平安時代の掘立柱建物跡12棟検出。Tab． 3を参照。

Tab．3　掘立柱建物遺構一覧

遺構名 位　　置 主軸方向
　規　　模

軸×短軸（m）
積（㎡）

覆土
層）

　　　　　柱　　　　　穴
径×短径×確認面からの深さ（cm）

遺物
重複

係 備考

B　＝16×14×40　　P2　二46×32×20　　P3　：24×20×28　　P、1：32×24×24

7．1×6．9 P5　：26×16×24　　P6　：38×28×18　　P7　：28x24×22　　P8　：28×22×30 四間堂外陣

X10・Y97G N－52。一W 2 なし 一
49．0 Pg　：26×24×60　　P隻〇二38×30×34　　P12：32×28×32　　P1．1：52×24×32 （4間×4間）

B－1
P夏5：24×22×40　　P匪6：44×26×52　　P18：30×30×12

3．8×3．7 Plg：26×26×34　　P20：24×20×26　　P21；30×22×18　　P23：38×22×16 四間堂内陣
X105・Y98G N－52㌧W 2 ｝ なし 一

14．1 P2、1＝26×26×24　　P25：50×22×24 （2間×2間）

4．5×4．4 P1　：128×94×46　P2　；68×62×48　　P3　：100×64×38　P4　：98×78×38 T－1よ 側柱建物
B－3 X127・Y113 N－11㌧W 3 なし

19．8 P5　：100×68×50　P6　：104×92×38　P7　：132×100×60P8　：111×94×42 り後世。 （2問×2間）

PE　＝110x88×60　P2　：172×110×50P3　＝130×82×50　P，1：122×82×60
7．5×4．7 B－10よ 側柱建物

B－4 X132・Y114G N－70㌧E 5 P5　＝108×94×62　P6　：170×126×60P7　：130×94×50　P8　＝148×104×54 なし
35．3 り後世。 （2間×4間）

Pg　；150×138×66　Plo　＝76×116×70　　P11　；　160×146×54

4．9×3．8 PI　l42×42×38　　P2＝50x46×26　　P3：72×52×36　　P，墨：70×68×42 側柱建物
B－5 X129・Y118G N－63㌧E 3 なし 一

18．6 P5　：88×74×36　　P6　＝92×62×44　　P7　：138×102×36P8　二52×33×38 （2間×2問）

P！　：90×66×38　　　P2　：38×32×38　　　P3　：66×50×36　　　P、g　：44×42×40
3，2×2．6 総柱建物

B－6 X127・Y121G N－76。一E 3 P5　：48×46×66　　　P6　：38×28＞く24　　　P7　＝44×38×38　　　P8　：40×38×36 なし 一
8．3 （2間×2間）

P且：28×28×26

P1　＝58×48×56　　P2　：52×48×36　　P3　：58又50x26　　P4　：52×44×36
側柱建物

6．9×6．6 P5　：46×42×24　　P6　：64×50×58　　P7　：66×64×32　　P8　：60×40×38 （3間×3間）

B－7 X129・Y122G N－87㌧E 5 なし 一 ※南側は4
45．5 Pg　：52×44×50　　　Pユo　：80×58×38　　　Pu　＝86×68×36　　　P12　：82×60×66 問（柱穴5

P13二92×86×32
本）

P1　：32×28×34　　P2　＝30×28×28　　P3　：30×26×32　　P4　：34×28×34
3．9×3．4 総柱建物

B－8 X130・Y122G N－84㌧E 3 P5：68×42x28　P6：76×46×44　P7：76×56×30　P8：50×28x16 なし 一
13．3 （2間×2間）

Pg：40×32×28

P1　二52×42×60　　P2　＝40×44×42　　P3　：44×44×68　　P、i：66x42x50
6．5×4，9 H－4よ 総柱建物

B－9 X128・Yll2G N－5。一W 4 P5　140×40×42　　P6：52×50×64　　P7：52×46×48　　P8　＝52×50x48 なし
31．9 り後世。 （2間×3間）

Pg　＝52x52×62　　1Plo＝50x40×36　　Pl理：44×44×44　　P聖2：46x46x26

Pl　：74×66×70　　　P2　：78×54×40　　　P3　：84×78×54　　　P、捏　：　110x70×48
7．5×4．0 B－4に 総柱建物

B－10 X131・Y115G N－75㌧E 5 P5　＝130×82×56　P6：122×84×62　P7：106×96×64　P8＝170×96×40 なし
30．0 先行。 （2間×4間）

Pg　＝160×146×52Plo：124×98×50　PL1：104×90×34　P12＝92×78×38

P1　：44×42×36　　　P2　：　58×52×48　　　P3　：52×44×32　　　P4　：68×66×44

5。8x3．9 側柱建物

B－11 X130・Y110G N－82㌧E 3 P5　：56×54×42　　P6　＝60x36×50　　P7　：74×72×44　　PB　：60×52×50 なし 一
22．6 （2間×3間）

Pg：104×74×44　PID：66×56×44
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遺構名 位　　置 主軸方向
　規　　模
軸×短軸（m）

積（m2）

覆土
層）

　　　　柱　　　　穴
径×短径×確認面からの深さ（cm）

遺物
重複

係
備　考

4．3×3。6 Pコ　：42×42×42　　P2　二62×58×54　　P3　：70×52×48　　P5　：60×54×44 H－4よ 総柱建物

B－12 X129・Y111G N－88㌧E 3 なし （2間×2間）

15．5 P6　：36×34×36　　P7　＝54×52×40　　P8　：102×60×48 り後世。 （P4欠損〉

R　：102×72×64　P2　二48×48x32　　P3　＝62×52×60　　P．i二82×72×56
7．3×4．1

B－13 X128・YIOgG N－520－W 2 P5　：60×60×48　　P6　：60×58×50　　P7　：84×74x64　　P8　二96×64×62 なし ｝ 側柱建物
29．9

Pg　：102x90×60　P50：68×60×54　　Pロ：58×58×48　　Pl2：62×60×48

※深さは、遺構確認面から柱穴底部までの高さ（cm）

4 土　坑

土坑100基検出。Tab．4を参照。

Tab．4　土坑一覧

遺構名 位　置、 形状等 長径 短径 深さ
遺物総

（点）
時期 遺構名 位　置 形状等 長径 短径 深さ

遺物総

（点）
時期

D－1 XllO・Y98G 不整形 130 100 28 112 不明 D－41 X127・Y112G 円形 40 40 36 なし 不明

D－2 X110・．Y98G 楕円形 100 80 26 なし 不明 D－43 X127・Y112G 長方形 60 35 30 13 不明

D－3 Xl10・Y99G 円形 95 80 24 なし 不明 D－46 X！28・Y112G 円形 60 50 58 なし 不明

D－4 X111・Y98G 円形 40 35 16 なし 不明 D－47 X128・Yl12G 不整形 60 30 56 なし 不明

D－5 X107・Y98G 円形 120 115 26 2 不明 D－48 X127・Y111G 楕円形 150 110 32 なし 不明

D－6 X107・Y99G 不整形 265 220 26 なし 不明 D－49 X127・Y111G 長方形 100 80 52 4 不明

D－8 X104・Y99G 楕円形 220 140 36 22 不明 D－50 X127・Y111G 楕円形 90 65 18 なし 不明

D－9 X104・Y98G 楕円形 150 100 36 なし 不明 D－51 X126・Y112G 楕円形 80 60 12 なし 不明

D－10 X103・Y98G 円形 150 130 40 なし 不明 D－52 X126・Y112G 不整形 175 65 24 17 不明

D－11 X102・Y98G 楕円形 200 100 44 なし 不明 D－53 Xl27・Y113G 円形 30 30 18 10 不明

D－12 X102・Y98G 不整形 190 120 30 なし 不明 D－54 X126・Y111G 円形 50 45 58 なし 不明

D－13 X103・Y100G 楕円形 80 65 30 なし 不明 D－55 X128・Y113G 円形 50 50 20 16 不明

D－14 XlO2・Y99G 不整形 130 105 22 なし 不明 D－56 X130・Y106G 円形 100 90 16 なし 不明

D－15 X102・Y98G 不整形 190 95 46 なし 不明 D－58 X130・Y111G 円形 80 80 32 なし 不明

D－16 X102・Y97G 不整形 150 80 22 なし 不明 D－59 X129・Yll1G 楕円形 50 40 46 なし 不明

D－17 XlO2・Y97G 不整形 190 150 40 なし 不明 D－60 X129・Y110G 円形 70 60 40 2 不明

D－18 X102・Y97G 楕円形 80 70 30 なし 不明 D－63 Xl25・Y110G 円形 65 50 16 なし 不明

D－19 X101・Y101G 楕円形 180 130 40 なし 不明 D－64 X131・Y110G 円形 50 40 46 なし 不明

D－20 X101・Y101G 不整形 190 180 50 なし 不明 D－65 X131・Y110G 円形 50 40 46 なし 不明

D－21 XlO！・YlOOG 楕円形 160 115 42 なし 不明 D－66 X128・Y110G 円形 200 120 30 6 不明

D－22 X100・Y100G 楕円形 190 140 70 なし 不明 D－68 X128・Y107G 円形 50 45 40 なし 不明

D－23 X99・Y98G 楕円形 160 130 22 なし 不明 D－69 X128・Y106G 楕円形 110 75 48 なし 不明

D－24 X99・Y98G 円形 30 30 20 なし 不明 D－70 X124・Y108G 円形 50 45 40 なし 不明

王）一25 X99・Y98G 円形 80 70 14 なし 不明 D－71 X123・Y109G 円形 80 80 60 なし 不明

D－26 X132・Y112G 楕円形 80 50 34 25 不明 D－72 X121・Y108G 不整形 140 120 26 なし 不明

D－27 X132・Y113G 不整形 160 80 50 5 不明 D－73 X120・YlO8G 長方形 180 60 26 なし 不明

D－28 X124・Y111G 長方形 215 60 38 なし 不明 D－74 Xl19・Y110G 楕円形 60 50 20 なし 不明

D－29 X133・Yll4G 不整形 100 170 74 なし 不明 D－75 X120・Yl13G 円形 65 60 38 3 不明

D－30 X131・Y113G 円形 90 85 58 3 不明 D－76 X121・Y113G 楕円形 60 55 30 なし 不明

D－31 X131・Y114G 楕円形 120 80 28 なし 不明 D－77 X121・Y113G 円形 60 60 22 1 不明

D－32 Xl31・Y114G 不整形 70 60 58 52 不明 D－78 X121・Y109G 楕円形 95 70 17 2 不明

D－33 X130・Y114G 楕円形 90 80 30 3 不明 D－80 Xl20・Y123G 円形 70 70 ・54 なし 不明

D－34 X131・Y111G 円形 45 35 26 なし 不明 D－81 X122・Y120G 楕円形 50 40 22 なし 不明

D－35 X130・Y114G 長方形 ！40 90 36 なし 不明 D－82 X122・Y123G 円形 40 30 38 なし 不明

D－36 X131・Y！15G 楕円形 60 55 34 30 不明 D－83 X122・Y122G 楕円形 30 50 40 4 不明

D－37 X124・Y110G 長方形 125 90 36 なし 不明 D－84 X122・Yl22G 円形 40 40 26 なし 不明

D－38 X132・Yll5G 楕円形 30 20 26 なし 不明 D－85 X122・Y121G 不整形 80 40 42 2 不明

D－40 X126・Y112G 不整形 70 50 50 なし 不明 D－86 X121・Y122G 楕円形 90 50 34 なし 不明
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遺構名 位　置 形状等 長径 短径 深さ
遺物総

（点）
時期 遺構名 位　　置 形状等 長径 短径 深さ

遺物総

（点）
時期

D－87 X121・Y122G 円形 40 40 40 なし 不明 D－99 X120・Y123G 円形 50 45 54 なし 不明

D－88 X121・Y122G 円形 40 40 48 なし 不明 D－100 X120・Y124G 長方形 190 50 26 なし 不明

D－89 X120・Y121G 楕円形 70 40 46 なし 不明 D－101 X120・Y120G 楕円形 80 55 38 2 不明

D－90 X121・Y122G 楕円形 50 50 54 なし 不明 D－102 X120・Y122G 楕円形 60 50 38 なし 不明

D－91 X121・Yl22G 円形 60 50 38 なし 不明 D－103 X121・Y122G 円形 70 60 34 なし 不明

D－92 X121・Y123G 円形 50 40 28 なし 不明 D－104 X122・Y122G 楕円形 70 50 44 なし 不明

D－93 X122・Y123G 楕円形 50 35 40 なし 不明 D－105 X122・Yl20G 楕円形 80 40 66 1 不明

D－94 X121・Y123G 楕円形 80 50 40 なし 不明 D－106 X128・Y110G 円形 60 55 62 なし 不明

D－95 X121・Y123G 円形 60 55 40 なし 不明 D－107 X128・Y111G 円形 45 45 44 なし 不明

D－96 X121・Y123G 円形 25 25 22 なし 不明 D－108 X128・Y110G 円形 50 50 39 なし 不明

D－97 Xl21・Y123G 円形 45 40 34 なし 不明 D－109 X129・Yl10G 楕円形 70 45 41 なし 不明

D－98 X120・Y123G 円形 60 50 42 なし 不明 D－110 X129・Y110G 円形 50 40 42 なし 不明

＊深さは、遺構確認面から土坑底部までの高さ（cm）

6 柱　穴

柱穴73基検出。Tab．5を参照。

Tab．5　柱穴一覧

遺構名 位　　置 形状等 長径 短径 深さ
遺物総

（点）
時期 遺構名 位　　置 形状等 長径 短径 深さ

遺物総

（点）
時期

P－1 X129・Y104G 円形 36 34 60 なし 不明 P－31 X123・Y104G 円形 30 30 36 なし 不明

P－2 X128・Y104G 円形 20 20 22 なし 不明 P－32 Xl23・Y106G 楕円形 38 30 34 なし 不明

P－3 X128・Y104G 楕円形 38 30 52 なし 不明 P－33 X123・Y106G 円形 44 40 50 なし 不明

P－4 X128・Y105G 不整形 30 28 30 なし 不明 P－34 X123・Y107G 円形 28 26 44 なし 不明

P－5 X128・Y105G 不整形 46 38 50 なし 不明 P－35 X123・Y107G 円形 28 28 28 なし 不明

P－6 X128・Y104G 楕円形 46 30 54 なし 不明 P－36 X123・Y107G 円形 28 26 44 なし 不明

P－　7 X127・YlO4G 楕円形 42 32 34 なし 不明 P－37 X123・Y107G 円形 28 28 28 なし 不明

P－8 X127・Y105G 円形 38 36 56 なし 不明 P－38 X123・Y106G 楕円形 30 24 26 なし 不明

P－9 X127・Y105G 楕円形 24 20 32 なし 不明 P－39 X123・Y106G 円形 34 32 50 なし 不明

P－10 X127・Y’105G 円形 32 30 38 なし 不明 P－40，X122・Y105G 楕円形 40 30 34 なし 不明

P－11 X！27・Y’105G 円形 26 24 50 なし 不明 P－41 X122・Y105G 楕円形 48 36 44 なし 不明

P－！2 X126・Y105G 円形 40 36 52 なし 不明 P－43 X122・Y105G 不整形 64 42 40 なし 不明

P－13 X126・Y105G 楕円形 30 24 30 なし 不明 P－44 X121・YlO5G 円形 28 24 28 なし 不明

P－14 X126・Y105G 楕円形 30 24 52 なし 不明 P－45 X121・Y105G 円形 24 22 34 なし 不明

P－15 X125・Y105G 楕円形 32 26 44 なし 不明 P－46 X122・YlO7G 円形 32 30 40 なし 不明

P－16 X125・Y104G 円形 30 28 26 なし 不明 P－47 X122・Y107G 円形 38 36 36 なし 不明

P－17 X125・Y105G 円形 28 24 34 なし 不明 P－48 X120・Y107G 円形 44 38 36 なし 不明

P－18 X125・Y！05G 円形 30 26 44 なし 不明 P－49 X120・Y107G 楕円形 32 28 32 なし 不明

P－19 X125・Y105G 楕円形 30 22 32 なし 不明 P－50 X120・Y107G 円形 26 22 34 なし 不明

P－20 X125・Y105G 円形 22 20 36 なし 不明 P－51 X120・Y107G 円形 30 28 26 なし 不明

P－21 X125・YlO5．G 円形 24 22 38 なし 不明 P－52 X120・Y108G 円形 26 24 32 なし 不明

P－22 X125・YlO5G 楕円形 24 20 40 なし 不明 P－53 X119・Y108G 円形 38 32 30 なし 不明

P－23 Xl25・’Y105G 円形 26 24 32 なし 不明 P－54 Xl19・Y109G 円形 36 34 18 なし 不明

P－24 X125・Y105G 楕円形 38 32 46 なし 不明 P－55 X119・Y110G 楕円形 62 50 40 なし 不明

P－25 X124・Y104G 不整形 52 36 38 なし 不明 P－56 X119・Y110G 楕円形 48 40 34 なし 不明

P－26 X124・Y105G 円形 36 32 20 なし 不明 P－57 X123・Y109G 円形 14 14 72 なし 不明

P－27 X124・Y105G 円形 32 30 24 なし 不明 P－58 X123・Y109G 円形 12 12 50 なし 不明

P－28 X124・Y105G 円形 28 28 54 なし 不明 P－59 X！30・Y106G 楕円形 40 34 68 なし 不明

P－29 X123・Y105G 円形 30 28 44 なし 不明 P－60 X121・Y111G 円形 30 30 42 なし 不明

P－30 X123・Y104G 円形 36 30 32 なし 不明 P－61 X121・Y1！1G 円形 36 34 42 なし 不明
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遺構名 位　置 形状等 長径 短径 深さ
遺物総

（点）
時期 遺構名 位　置 形状等 長径 短径 深さ

遺物総

（点）
時期

P－61 X121・Y111G 円形 36 34 42 なし 不明 P－68 X121・Y120G 楕円形 38 28 42 なし 不明

P－62 X121・Y112G 楕円形 44 36 44 なし 不明 P－69 X121・Y120G 円形 35 35 42 なし 不明

P－63 X120・Y116G 円形 24 24 32 なし 不明 P－70 X120・Y120G 円形 35 30 36 なし 不明

P－64 X120・Y117G 楕円形 30 24 44 なし 不明 P－71 X122・Y12！G 円形 30 30 24 なし 不明

P－65 X119・Y118G 楕円形 50 44 34 なし 不明 P－72 Xl22・Y122G 円形 35 35 36 なし 不明

P－66 Xl20・Y118G 円形 38 32 36 なし 不明 P－73 X122・Y122G 円形 40 35 36 なし 不明

P－67 X120・Y118G 楕円形 44 30 36 なし 不明 P－74 X110・Y125G 円形 40 34 28 なし 不明

＊深さは、遺構確認面から柱穴底部までの高さ（cm）

VI成果と課題

　本年度の調査は、昨年度に引き続き団地造成のため削り取られる微高地の範囲で実施した。微高地の頂上

から西斜面の部分をA区、東・南・西と連なる斜面の部分をB区として調査した。昨年同様、昭和30から40

年代にかけての土地改良事業のため、縄文時代から古墳時代の時期に存続したと推定される遺構の多くは、

上部を削り取られていた。しかし、奈良・平安時代と推定される遺構は、良好な検出状態であるものが多か

った。

1．遺構の検出状況について

　本年度の調査で確認された遺構は、住居跡・掘立柱建物遺構・井戸跡・土坑・柱穴・古墳であった。A区

は、なだらかな丘陵地の頂から西斜面に位置する。東西55m、南北22mのほぼ長方形の調査区を現地表より

約120cmの厚さで表土を除去したところで、遺構面を確認した。調査区東端に3軒（J－1・2・3号）、中

央よりやや西側に1軒（J－4号）の縄文時代と時期を推定される住居跡、調査区西側を中心に土坑、調査

区中央に桁行・梁間が4間×4間の中世のお堂跡と推定される掘立柱建物遺構（B－1号）、調査区西側を中

心に土坑24基（D－1～6・8～25号）を検出した。

　B区は、A区の南側に東西に広がっている。表土を厚さ80cmほど除去して遺構面を確認したが、微高地西

斜面は土地改良等による削平が顕著であったため、遺構の残存状況は芳しくなかった。しかし、微高地の頂

から東斜面にかけては、良好な残存状況で遺構を確認することができた。縄文土器を共伴する住居跡1軒（J

－5号住居跡）、竈をもつ住居跡10軒（H－1～4・6～11号）、竪穴状遺構1軒（T－1号）、掘立柱建物遺

構11棟（B－3～13号）の他、東端からは、柱穴を4基伴うとみられる井戸跡（1－1号）が検出された。

また土坑86基（D－26～110号、39・42・44・45・57・61・62・67・79号は欠番）と柱穴73基（P－1～41・43～74号）

を確認したが、そのほとんどは東斜面北側に集中していた。更に東斜面の中央部北寄りからは、古墳の周堀

を確認することができた。

　調査の最終段階で、B区西斜面のX100τYl22，XIO2－Yl22，XlO4－Y122，X101－Y124，XIO3‘Y124，

XlO4－Y126の6グリッドに一辺が2mの正方形テストピットを設定し、旧石器文化層確認作業を行った。浅

間板鼻褐色テフラ群混入層まで掘下げて精査したが、旧石器遺物の確認には至らなかった。
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2．縄文時代

　現地表より80cm～120cmほどの表土を除去した段階で、A区・B区の調査区とも濃密な縄文土器の散布を確

認した。収納した土器片は縄文時代前期のものが7割近くを占めていた。縄文時代の住居跡調査は、遺物の

集まっている箇所にトレンチ掘りを入れ、住居の掘り込みと遺物の包含を確認することから始めた。どの住

居跡も後世の削平をうけていた。特にB区では、ほとんどの住居が床上まで削平されていた。当初、25箇所

にトレンチ掘りを入れたが、そのほとんどは遺構確認に至らなかった。しかしながら、A区では縄文時代前

期と推定される住居跡4軒、B区では縄文時代中期と推定される住居跡1軒を確認することができた。

　本年度の調査では、縄文時代のものと思われる土器片や石器・石製品類の遺物を数多く収納した。しかし

ながら、そのほとんどは調査区表面採取によるものである。住居跡出土の遺物は、数えるほどしかない。こ

れは、前述したように土地改良等による削平が遺構面まで達しており、住居跡などの遺構に埋もれていた遺

物が散らばったためと思われる。したがって、遺物包含層は存在するものの、記録に残せる遺構としてはと

らえられなかったと考えられよう。いずれにせよ、住居の痕跡と遺物を確認できたことから、縄文時代から

この地に人々の生活があったことは確認できた。しかし、その詳細については、今後の資料の収集を待つこ

ととしたい。

3．古墳時代

　昨年度の調査では古墳時代の遺構や遺物は確認することができなかったが、今年度ではB区北東よりに古

墳の周堀と思われる環状の溝を確認することができた。この遺構はM－1号古墳（Fig．36、PL．6）として調

査を行った。M－1号古墳の周堀は、南側は巡っているものの北側では2カ所途切れている。主体部や台部

は既に消滅していたが、中央部には穴が掘られていて、石室に敷かれたかと思われる石が埋められていた。

この中に遺物は確認されなかったが、埋土には周囲で確認されなかったHr－FP（6世紀中葉・榛名ニツ岳噴

出）が混入しており、表土からHr－FP混入層まで相当深く削平されたことを物語っていると言えよう。

　本遺跡地周辺の台地上には古墳時代の遺跡が数多く確認されている。しかし、この周堀の他に、本年度調

査では古墳時代に人々が生活した痕跡を示すものは確認できなかった。当時の状況からすれば、生活域と墓

域を分けて占地することは多くの遺跡で確認されている。すぐ南に接する富田下大日遺跡でも、台地中央部

に古墳が検出されたことから、この台地の中央部は墓域として意識されていたために、住居がつくられるこ

とがなかったとみられる。

4．奈良・平安時代（銭貨を出土したH－3号住居を中心に）

　平成13年度調査区東端中央部付近の東面傾斜地で検出した掘立柱建物及び竪穴住居跡の一群中に銭貨を出

土した住居跡があり、共伴する遺物にも特殊なものを含むので特筆することとする。

　まず遺構の主軸方位を中心にして周辺の遺構をみるとH－8号住居（Fig．19、PL．4）、B－9（総柱）

（Fig．31、PL．7）・12号（Fig．33、PL．7）堀立柱建物遺構などが集中する。これらは出土遺物でも同様な

技法がみられることから、本遺構中で中枢的な1つのブロックを形成していた地域と見なすことができる。

　この中のH－3号住居跡（Fig．14、PL．3）は東西4．1m、南北5．6mの規模で現状の壁の深さは50cmほど
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で、深手の住居跡である。住居床面は西から北の周辺を中心に一旦掘り窪めて張り床をし、中央部が土間の

構造をとる。柱穴は確認されていない。竈は東壁の北から3分の2ほどの所にあり、焚口幅60cm奥行き110cm

ほどの粘土づくりである。竈の右脇（住居南東隅）には貯蔵穴がある。

　出土遺物は量的にも器種も多い。土器では土師器に甕5、脚付甕1、圷5、須恵器には長頚瓶1、圷蓋2、

高台椀2、圷6などがある。また鉄製品として刀子片、リング状破片などの他、円形の部分に柄の部分を付

したような鉄製紡錘車などの特殊な遺物も含んでいる。また墨書土器の破片もあり、中には墨画状残片も含

まれている。

　更にこの住居跡を特色づけるものに銭貨の出土がある。西壁に近い中央部で床から浮いて検出したとはい

え、住居が深く、壁に近く検出された点から、本住居跡に伴うものとみられる。貨面の腐食が著しく文字等

は不鮮明であったが、群馬県埋蔵文化財センターの協力を得て「富寿神宝」と認定した。富寿神宝は弘仁9

（818）年の初鋳で承和元（834）年まで鋳造されたとされる。また顕微鏡観察により裏面から布らしい繊維

の付着が確認されたことから、布に包まれていたものとみられた。量目は直径が2L5㎜、重さ2．Ogである。

　富寿神宝は皇朝十二銭の中で5番目に鋳造された銅銭である。県内における皇朝十二銭の出土状況につい

ては調査漏れもあるかと思われるが、Tab．6、Tab．7のとおりであり、遺跡数は24遺跡、枚数では44枚に達

する。これを遺構別に分けるとTab．6のようになる。

Tab．6　県内皇朝十二銭遺構別出土例一覧

遺　　　　構 出土遺構数
出　　土　　数

（枚）

出土した割合
（％）

古　　　　　　　墳 3 10 22．2

土　坑　・　墓　坑 3 12 26．7

住　　　居　　　跡 17 17 37．8

溝 1 1 2．2

そ　　　の　　　他 4 5 11．1

計 28 45 100．0

　律令政府の唐にならった銭貨普及策は平城京や畿内の官人、貴族、寺社などを中心にひろまったが、それ

以外の地域では貨幣は交換価値の対象とはならなかったといわれる。時の政府の力と連動した市場価値、新

銭鋳造などで貨幣としての機能は不安定な状態であったとみられている。

　こうした中にあって、県内における銭貨の出土をみるとその性格がみえてくる。

　まず、古墳からの出土は白山古墳、引間遺跡2号墳など終宋期に近いころの古墳からの出土で、白山古墳

からは玄室中央部から和同開琢8枚が蕨手刀と共に出土している。これに類するものでは墓坑とみられるも

のを中心に土坑出土のものがある。ただ山王廃寺塔肚の土坑は白鳳期に創建された塔の修復に当り、鎮壇の

祈りを込めて隆平永宝2、富寿神宝7枚が埋納された例を含んでいる。

　次に出土遺構で最も多い事例の竪穴住居跡では単体の出土例のみである。多くは床面から浮いた埋土中と

表現され、混入かとみられる場合が多いが、本遺跡の場合のように布に包まれていたとすれば、床面に置か

れることを意識したものとは考えられない。むしろ上屋造営の際や完成に際し、住居の安全や永続を願い上

屋部分にくくりつけたとすれば、床面から浮いた状態で出土するということの方が自然であろう。
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溝からの出土例は水に対する人々の意識がうかがえるもので、掘削から廃絶の期間なんらかの儀礼がおこ

なわれたものとみられ、井戸からの出土も同様な意昧をもっものであろう。

　その他では、宋銭などと共に備蓄銭にまぎれ込んだ事例で、蓄財に関係するものである。このようにいろ

いろな儀礼の中で、銭貨に対する呪力に頼りながら銭貨が埋納された事例の傾向をうかがうことができる。

　また鋳造時期別では9世紀前半までに鋳造された和同開琢・万年通宝・神功開宝・隆平永宝・富寿神宝等

の出土数が80％強にのぼり、それ以降のものは少ない。勿論、富寿神宝のように大量に鋳造されたとみられ

るものの出土量もあるので一概にはいえないが、律令経済基盤の弱体化に連動した結果と無関係であるはず

がない。いずれにしても、地方の貨幣経済の定着は12世紀中頃からの宋銭大量輸入をまたざるを得ない状況

であった。

Tab．7　県内出土皇朝十二銭銭貨別一覧

番号

出土場所・遺跡名 出土貨幣 棟数
出　土遺構

備　　考
住　居 古墳

土坑・墓坑
その他

1 前橋市　山王廃寺跡
隆平永宝 2 2

土坑
富寿神宝 7 7

2
前橋市富田町

田宮下遺跡
神功開宝 1 76号床面

3
前橋市富田町ローズタウン遺跡群

田下大日皿遺跡
富寿神宝 1 1 H－3床上15cm

4
前橋市鳥羽町
羽遺跡

延喜通宝 1 1 K－2床面

5
前橋市勝沢町

賀北部団地
神功開宝 1 1 H－83

6
前橋市五代町
代木福II遺跡

和銅開琢 1 1 H－8床上5cm

7
前橋市

之宮町2310－1
万年通宝 1 1 備蓄銭2，347枚

8
高崎市綿貫町
音山古墳

貞観永宝 1 1
墓坑3寛平大宝 1 1

9
高崎市上豊岡町

問2号墳
和同開琢 1 1 2号墳玄室内

10
高崎市大八木町

野堂遺跡
和同開珠 1 1 105号周溝際

11
高崎市下豊岡町

岡後原1・II
和同開琢 1 1 1－19号埋土上層

12
桐生市川内町二丁目

子遺跡
神功開宝 1 1

13
太田市矢田堀

天塚古墳
和同開琢 1 1 16号墳

14 太田市牛沢
隆平永宝 1 1 備蓄銭

富寿神宝 1 1 22，700枚以上

15 沼田市町田町
神諏訪IV

饒益神宝 1 1 5号覆土中

16 勢多郡赤城村字中畦
畦遺跡

富寿神宝 1 1 1号

17 勢多郡北橘村下箱田
山遺跡

和同開琢 1 1 H－7床上21cm
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番号

出土場所・遺跡名 出土貨幣 枚数
出　土遺構

備　　考
住　居 古墳

土坑・墓坑
その他

18
勢多郡宮城村苗ヶ島

山古墳
和同開琢 8 8 玄室内

19
勢多郡粕川村中之沢

沢遺跡
隆平永宝 1 1 14号

20
群馬郡群馬町東国分

野国分僧寺・尼寺
問地域

長年大宝 1 1 土坑

承和昌宝 1 1 A－187堀面
饒益神宝

寿神宝

11 11

B－83床面
区77覆土内

21 群馬郡群馬町大字冷水
水村東遺跡

万年通宝 1 1 グリッド

22 群馬郡箕郷町大字下芝
芝五反田遺跡

和同開琢 1 1 17号溝

23
北群馬郡吉岡町大久保

久保A遺跡II区
富寿神宝 1 1 78号床上9cm

24
北群馬郡子持村白井

井二位屋遺跡
和同開珠 1 1 『54号床面

25 碓氷郡松井田町
宕山遺跡

万年通宝 1 1 4号床面

’このように銭貨などの特殊な遺物を共伴するH－3号住居跡は、集落内最大規模の竪穴住居であり、周辺

に併存したとみられる掘立柱建物が検出されたことも含め、この集落内の中枢部に位置する竪穴住居として

注目に値する遺構である。特に銭貨の鋳造された期間が西暦818年から834年とされることから、出土する土

器との関係をみると甕の「コ」の字口縁化、圷の底径の小型化の開始、高台のつく位置や形状などから9世

紀前半ころとみてとれる。その意味では集落の時期を確定する根拠として重要な意味をもっことになる。

更に、他の出土遺物の中に祭祀関連のものを含んでいることからすると集落の中心的人物として「まっり」

に関わるような階層の人物との関連を推察させる遺構である。

《主要参考文献及び引用文献》

「前橋市史　第1巻」　　前橋市史編さん委員会　　1971

「日本土器事典」　　大川　清・鈴木公雄・工楽善通　　1996

「ローズタウン遺跡群富田下大日1遺跡」　　前橋市埋蔵文化財発掘調査団　　2000

「ローズタウン遺跡群富田下大日II遺跡」　　前橋市埋蔵文化財発掘調査団　　2000

「萱野・下田中・矢場遺跡」　　群馬県企業局　　1991

「内堀遺跡群V」　　前橋市教育委員会　　1993

「内堀遺跡群XII」　　前橋市埋蔵文化財発掘調査団　　2000

「新保田中村前遺跡皿」　　　（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　　1993

「柳久保遺跡群1」　　前橋市教育委員会　　1984
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「芳賀東部団地遺跡1」　　芳賀団地造成地内埋蔵文化財発掘調査団　　1984

「丸山・北田下・中畑・村主・中山B」　　群馬県教育委員会　　1988

「西大室丸山遺跡」　　群馬県教育委員会　　1997

「諏訪西遺跡・諏訪遺跡・柳久保遺跡」　　群馬県教育委員会　　1998

「荒砥北三木道遺跡II」　　　（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　　1992

「上大屋・樋越地区遺跡群」　　大胡町教育委員会　　1986

「上大屋南部地区遺跡群」　　大胡町教育委員会　　1999

「分郷八崎遺跡」　　北橘村教育委員会・群馬県教育委員会・日本道路公団　　1986

「房谷戸遺跡1」　　群馬県教育委員会・（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　　1989

「山王廃寺跡」第7次　　前橋市教育委員会　　1982

「上野国分僧寺・尼寺中間地域」（2）　　　（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　　1987

「上野国分僧寺・尼寺中間地域」（5）　　（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　　1991

「中畦遺跡　諏訪西遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　　1986

「大久保A遺跡II区」　　群馬県北群馬郡吉岡村教育委員会　　1986

「上大屋南部地区遺跡群」　　群馬県勢多郡大胡町教育委員会　　1999

「太田市史」通史編　中世　　太田市　　19’97

「テエタ」（財）北海道埋蔵文化財センターだより第4号　　（財〉北海道埋蔵文化財センター

「研究紀要」7　　（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　　1990

「富田宮下遺跡」

「埋文群馬」Nα35

「戸神諏訪IV遺跡」

「愛宕山遺跡」

「熊野堂遺跡」（2）

「下芝五反田遺跡」

「白井遺跡群」一集落編1一白井二位屋遺跡

「綿貫観音山古墳」

「芝山遺跡」

「鳥羽遺跡1・J・K・E区」

「冷水村東遺跡・西国分新田遺跡・金古北十三町遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

「豊岡後原1・II遺跡」　　高崎市教育委員会　　1998

「群馬県史」資料編3　　群馬県史編纂委員会　　1981

「日本の貨幣」一収集の手引き一　　日本貨幣商協同組合　　1998

「天平の時代」日本の歴史4　　栄原永遠男　　集英社　　1991

「日本古代銭貨流通史の研究」　　栄原永遠男　　塙書房　　1993

「横穴式古墳の研究」　　尾崎喜左雄　　吉川弘文館　　1966

　現地説明会資料　　　（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　　2000

　　（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　　2000

　　　沼田市教育委員会　　1994

　（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　　2000

　　　　（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　　1990

　　　（財〉群馬県埋蔵文化財調査事業団　　1999

　　　　　　　　　　　　　　（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

　　　（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　　1998

北橘村教育委員会　　1993

　　　　　　　　（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団　　1988

1994

1998

2000
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Tab．8　遺物観察表

番　号

出土位置
登録

号 器種

大きさ（cm）

①胎土②焼成③色調　　④残存 器形・製作技法の特徴 備　　　考 Fig，［コ　径

縦長）

器　高
横長）

1 H－1 1 土師器・圷 ［11．8］ （3．0）

　　　　　　　　明赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR5／6 （外面）横なで

内面）横なで
37

2 H－1 5 土師器・圷 ［12，0］ （3．0）

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR6／6 （外面）横なで

内面）横なで
37

3 H－1 4 土師器・鉢 ［18．8］ ［9。7］
　　　　　　　　機①細粒②良好③5YR6／8　　④1／2 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
37

4 H－1 3 土師器・甕 ［19．8］ （17．6）

　　　　　　　　にぶい榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR6／4 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
37

5 H－1 2 土師器・甕 19．7 一

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④2／3　　　　　　　　5YR6／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
37

6 H－2 2 土師器・圷 一 一

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR6／6 （外面）箆削り

内面）なで
底部内側に墨書あり、「丁」か。 37

7 H－2 1
土師器・高台

椀 一
（2．2）

　　　　　　　　にぶい黄榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　10YR7／3 （外面）纏輔なで

内面）箆磨き、内黒

回転糸りの後、高台を取り付けた。

書あり。「石」と看取できる。
37

8 H－2 4 土師器・圷 12．0 3．5

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④2／3　　　　　　　　5YR6／8 （外面）横なで、なで、箆削り

内面）横なで、なで
37

9 H－2 5 土師器・圷 ［12．5］ 3．3

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④1／3　　　　　　　　5YR6／6 （外面）横なで、底部は箆削り

内面）横なで
37

10 H－2 6
須恵器・高台

椀
［14，2］ 6．0

　　　　　　　　灰黄①細粒②良好③　　　　　④3／4　　　　　　　　2．5Y6／2 （外面）韓輔なで

内面）幡櫨なで
37

11 H－2 8 須恵器・甕 ［16．11 2．3

　　　　　　　　灰①細粒②良好③　　　　　④3／4　　　　　　　　N4／0 （外面）競轍なで

内面）漉棚なで
回転糸切り。 37

12 H－2 7 土師器・甕 一
（13．0）

　　　　　　　　燈①細粒②良好③　　　　　④1／4　　　　　　　　7．5YR6／6 （外面）箆削り

内面）なで
底部は箆削り。 37

13 H－3 3 灰紬陶器・甕 一
（1．8）

　　　　　　　　灰オリーブ①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5Y5／2 （外面）競輔なで

内面〉纏櫨なで
緑紬陶器 38

14 H－3 2 土師羅・圷 一
（L5）

　　　　　　　　明黄褐色①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　10YR7／6 （外面〉漉轍なで

内面）箆磨き、内黒処理
回転糸切り。 38

15 H－3 4 須恵器・圷 一
（2。3）

　　　　　　　　灰①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　N5／0
（外面）纏轍なで　　轟

内面）競糎なで
回転糸切り。内側に漆付着。 38

16 H－3 1
須恵器・高台

椀 ｝
（2．2）

　　　　　　　　オリーブ灰①紳粒②良好③2．5G5／1　④破片 （外面）韓輔なで

内面）競纏なで
墨書あり。 38

17 H－3 19 須恵器・圷 ［13．81 3．7

　　　　　　　　灰①細粒②良好③　　　　　④1／4　　　　　　　　工OY6／1 （外面）漉櫨なで

内面）纏轍なで
回転糸切り 38

18 H－3 14 須恵器・圷 12．6 4．0

　　　　　　　　灰　　　　　　ほぼ①細粒②良好③　　　　　④幽　　　　　　　　7．5YR5／1　　兀形 （外面）韓櫨なで

内面）韓輔なで
38

19 H－3 15 須恵器・圷 12．4 3．7

　　　　　　　　オリーブ灰　　ほぼ①細粒②良好③　　　　　④唐　　　　　　　　2。5GY5／1　　兀形 （外面）纏輔なで

内面〉漉輔なで
回転糸切P。 38

20 H－3 16 須恵器・圷 ［13．4］ 3．7

　　　　　　　　灰①細粒②良好③　　　　　④1／3　　　　　　　　7．5YR6／1 （外面）漉輔なで

内面）漉轍なで
38

21 H－3 5 土師器・圷 11．6 3．3

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④完形　　　　　　　　5YR6／6 （外面）横なで、なで、箆削り

内面）横なで、なで
38

22 H－3 13 土師器・圷 ［12．0］ ［2．8］

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR6／6 （外面）横なで、箆削り

内面）なで
38

23 H－3 11 土師器・圷 ［11．7］ 3．1

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④1／4　　　　　　　　5YR6／5 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで
38

24 H－3 12 土師器・圷 111．6］ （3．6）

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR6／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで
38

25 H－3 6 土師器・圷 12．4 3．3

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④3／5　　　　　　　　5YR6／6 （外面）横なで、なで、箆削り

内面）横なで
38

26 H－3 1G 土師器・圷 ［12．0］ （3．4）

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④1／4　　　　　　　　5YR6／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで
38

27 H－3 25 須恵器・甕 ［9，5］ （10．2） 　　　　　　　　灰　　　　　口縁～細粒②良好③　　　　　④　　　　　　　　7．5Y5／1　　頸部
（外面）漉輔なで

内面）糠朝なで
自然軸がかかる。 38

28 H－3 26 土師器・甕 ［18．0］ （18。2）

　　　　　　　　明赤褐①細粒②良好③　　　　　④1／7　　　　　　　　2．5YR5／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
爾の粘土が付着。 38

29 H－3 27 土師器・甕 ［20．7］ （15．4〉

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR6／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
38

30 H－3 23 須恵器・甕 ［17．21 2．8

　　　　　　　　灰白①細粒②良好③　　　　　④1／8　　　　　　　　5Y7／1 （外面）箆削り、韓櫨なで

内面）輔轍なで
39

31 H－3 24 須恵器・甕 ［16．2］ （0．8）

　　　　　　　　灰白①細粒②良好③　　　　　④2／6　　　　　　　　5Y7／1 （外面）回転箆削り、漉韓なで

内面）嫉輔なで
39

32 H－3 22 須恵器・甕 一
（3．4）

　　　　　　　　灰①細粒②良好③　　　　　④1／6　　　　　　　　N5／0 （外面）回転箆削り、嬢櫨なで

内面）漉轍なで
39

33 H－3 17 須恵器・杯 ［12，6］ 3．5

　　　　　　　　黄灰①細粒②良好③　　　　　④1／3　　　　　　　　2．5Y5／1 （外面）纏轍なで

内面）纏轍なで

回転糸切り、いぶし焼成。内面の色調
は、にぶい黄榿（10YR6／3）。

39

34 H－3 18 須恵器・圷 ［13，1］ 3．9

　　　　　　　　灰①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5Y6／1 （外面）纏轍なで

内面）競櫨なで
圓転糸切り。 39

35 H－3 21
須恵器・高台

椀
14．6 7．1

　　　　　　　　灰①細粒②良好③　　　　　④4／5　　　　　　　　5Y6／1 （外面）横なで

内面）横なで
回転糸切りの後、高台を取り付けた。 39
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番　号

出土位置
登録

号 器種

大きさ（cm）

①胎土②焼成③色調　　④残存 器形・製作技法の特徴 備　　　考 Fig、口　径
縦長）

器　高
横長）

36 H－3 30
土師器・台付

［11．8］ （5．2）
①細粒②良好③明赤褐　　④破片　　　　　　　　5YR5／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
39

37 H－3 20
土師器・高台

［1L3］
一

①細粒②良好③明赤褐　　④脚部’
　　　　　　　5YR5／6　　口縁部

（外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
口縁部と胴部。接点なし。 39

38 H－3 28 土師器・甕 ［18。0］ （15．7）

　　　　　　　　明赤褐①細粒②良好③　　　　　④1／7　　　　　　　　2．5YR5／8 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
39

39 H－3 29 土師器・甕 ［20．3］ （15．2）

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR6／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
39

40 H－3 32 土師器・甕 ［18．8］ （8．5）

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR6／7 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
39

41 H－3 31 土師器・甕 ［19．1］ ［25．5］
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④1／2　　　　　　　　5Y’R6／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
39

42 H－3 8 土師器・圷 ［11．8］ （3．8）

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④1／4　　　　　　　　5YR6／6 （外面）横なで、なで、箆削り

外面〉横なで
40

43 H－3 7 土師器・圷 ［12．4］ （3．0）

　　　　　　　　燈①細粒②良好③　　　　　④1／3　　　　　　　　5YR6／6 （外面）横なで、なで

内面）横なで
40

44 H－3 9 土師器・圷 ［12．9］ 3．6

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④1／3　　　　　　　　5YR6／5 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
暗文あり。 40

45 H－3 33 土師器・甕 ［19．0］ （12，2）
　　　　　　　　明赤褐①細粒②良好③　　　　　④　　　　　　　　2。5YR5／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
40

46 H－4 1 須恵器・圷 一
（1．6）

　　　　　　　　灰白①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2，5Y8／2 （外面）醜櫨なで

内面）醜櫨なで
回転糸切り、墨書あり。 40

47 H－4 2 須恵器・圷 ［13．8］ 3．7

　　　　　　　　灰白①細粒②良好③　　　　　④1／3　　　　　　　　2．5Y7／1 （外面）櫨轍なで

内面）髄櫨なで
回転糸切り。 40

48 H－4 4
須恵器・高台

椀
〔15．11 5．9

　　　　　　　　灰白①細粒②良好③　　　　　④1／3　　　　　　　　7．5Y7／1 （外面）醜櫨なで

内面）髄櫨なで
回転糸切りの後、高台を取り付けた。 40

49 H－4 3 須恵器・圷 ［13．0］ （3．2）

　　　　　　　　灰白①細粒②良好③　　　　　④1／5　　　　　　　　2．5Y7／2 （外面）麹輸なで

内面）帷櫨なで
40

50 H－4 5
土師器・高台

椀 一
（4．3）

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④1／3　　　　　　　　7．5YR6／6 （外面）槻轍なで

内面）髄轍なで
回転糸切りの後、高台を取り付けた。 40

51 H－4 6 土師器・甕 ［19、4］ （8．0）

　　　　　　　　榿　　　　　口縁部①細粒②良好③　　　　　④　　　　　　　　7．5YR6／6　　のみ （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
40

52 H－6 1 土師器・圷 ［1L4］ 3．3

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④1／2　　　　　　　　5YR6／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
40

53 H－6 2
須恵器・商台

椀
［14．7］ （4．7）

　　　　　　　　オリーブ灰①細粒②良好③　　　　　④1／3　　　　　　　　2，5GY5／1 （外面）纏轍なで

内面）髄櫨なで

回転糸切りの後、高台を取り付けた。

だし高台部は欠損。
40

54 H－7 1 土師器・圷須 ［12．2］ （3．0）

　　　　　　　　明赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR5／6 （外面）横なで、なで

内面）横なで
40

55 H－7 3 恵器・甕 ［14，2］ （2，4）
　　　　　　　　灰①細粒②良努③N5／0　　　④1／5 （外面）競櫨なで

内面）櫨轍なで
40

56 H－7 5 土師器・甕 ［20．O］ （11．4）
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR6／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
40

57 H－7 4
須恵器・高台

皿
［13．9］ 2．9

　　　　　　　　にぶい黄燈①細粒②良好③　　　　　④1／2　　　　　　　　10YR7／3 （外面）韓輔なで

内面）暁輔なで
回転糸切りの後、高台を取り付けた。 41

58 H－7 2
須恵器・高台
椀 一

（3，7）

　　　　　　　　灰①細粒②良姓③　　　　　④2／3　　　　　　　　7．5Y6／1 （外面）醜櫨なで

内面）醜轍なで
圓転糸切りの後、高台を取り付けた。 41

59 H－8 7 土師器・圷 ［1LOl （2，9）

　　　　　　　　にぶい榿①細粒②良嬉③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR6／4 （外面）横なで、不明

内面）横なで
外面摩滅のため、不明。 41

60 H－8 11 須恵器・圷 ［14．0］ （4．6）

　　　　　　　　にぶい黄榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　10YR7／3 （外面）嶢輔なで

内面）韓櫨なで
刻書あり。 41

61 H－8 2 須恵器・圷 ［12．6］ 3．6

　　　　　　　　灰　　　　　　ほぼ①細粒②良好③　　　　　④皆　　　　　　　　5Y6／1　　　兀形 （外面）鱒瞳なで

内面）漉櫨なで
回転糸切り。 41

62 H－8 3 須恵器・圷 ［12．8］ 4．0

　　　　　　　　灰黄　　　　　ほぽ①細粒②良好③　　　　　④壱　　　　　　　　2．5Y7／2　　兀形 （外面）鱒櫨なで

内面）桃轍なで
回転糸切り。 41

63 H－8 4 須恵器・圷 ［13．8］ ［6．6］
　　　　　　　　灰①細粒②良好③　　　　　④1／2　　　　　　　　7．5Y6／1 （外面）糖盤なで

内面）鱒隙なで
回転糸切り。刻書あり。 41

64 H－8 1 須恵器・圷 12．4 3．6
①細粒②良好③灰黄　　　④完形　　　　　　　　2．5Y6／2 （外面）醜櫨なで

内面）纏櫨なで
回転糸切り。 41

65 H－8 6
須恵器・高台

椀
［15．4］ 5．5

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④1／3　　　　　　　　7．5YR6／6 （外面）樒轍なで

内面）箆磨き、内黒

回転糸切りの後、高台を取り付けた。

面、黒色処理。
41

66 亘一8 5
須恵器・高台

椀
［14．4］ 5．9 ①細粒②良好③輸ブ灰④2／3 （外面）i薩輔なで

内面）醜輔なで
回転糸切りの後、高台を取り付けた。 41

67 H－8 10 土師器・甕 ［18．8］ （6。9）

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR6／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
41

68 H－8 9 土師器・甕 ［18．6］ （10，3）

　　　　　　　　明赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5Y’R5／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
41

69 H－8 8 土師器・甕 ［19．2］ （8．8）

　　　　　　　　明赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR5／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
41

70 H－9 3 土師器・甕 7．1 ［19．2］
①細粒②良好③明赤褐　　④1／6　　　　　　　　5YR5／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
41

71 H－9 1 須恵器・圷 （5．2） 4．1

　　　　　　　　灰①細粒②良好③　　　　　④3／4　　　　　　　　5Y6／1 （外面）軸輔なで

内面）碗轍なで
回転糸切り。 42
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番　号

出土位置
登録

号 器種

大きさ（cm）

①胎土②焼成③色調　　④残存 器形・製作技法の特徴 備　　　考 Fig口　径
縦長）

器　高
横長）

72 H－9 2 土師器・甕 13．0 4．1

　　　　　　　　にぶい褐　　　ほぼ①細粒②良好③　　　　　④幽　　　　　　　　7．5YR5／4　　兀形 （外面）範櫨なで

内面）韓轍なで
回転糸切り。 42

73 H－10 2 須恵器・圷 16．8 3．3

　　　　　　　　にぶい褐①細粒②良好③　　　　　④完形　　　　　　　　7．5YR5／4 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
42

74 H－10 1 須恵器・圷 一
（L3）

　　　　　　　　灰オリーブ①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5Y6／2 （外面）競輔なで

内面）韓輔なで
4呂

75 H－10 4 土師器・圷 一
（2．7）

　　　　　　　　灰白①細粒②良好③　　　　　④1／2　　　　　　　　5Y7／1 （外面）観輔なで

内面）競顛なで
回転糸切りの後、高台を取り付けた。 42

76 H－10 6 須恵器・圷 〔13．8〕 3．8

　　　　　　　　灰①細粒②良好③　　　　　④1／4　　　　　　　　5Y6／1 （外面）鵜輔なで

内面）嚥輔なで
底径〔6。6〕、回転糸切り、墨書あり。 42

77 H－10 3
須恵器・高台

皿
〔12、4〕 4．5

　　　　　　　　灰白①細粒②良好③　　　　　④1／2　　　　　　　　5Y7／1 （外面）漉櫨なで

内面）帳櫨なで
回転糸切り。 42

78 H－10 5 須恵器・圷 一
（7．9）

　　　　　　　　灰　　　　　底部の①細粒②良好③　　　　　④　　　　　　　　5Y5／1　　　み （外面）縫櫨なで

内面）軸轍なで
回転糸切り。 42

79 H－10 9 須恵器・圷 〔20．6〕 （16．5）

　　　　　　　　明赤褐①細粒②良好③　　　　　④1／2　　　　　　　　5YR5／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
42

80 H－10 10 須恵器・甕 14．6 （7．6）

　　　　　　　　明赤褐①細粒②良好③　　　　　④口縁部　　　　　　　　2．5YR5／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
42

81 H－10 7 土師器・甕 19．0 26．0
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④1／2　　　　　　　　5YR6／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
42

82 H－10 11 土師器・甕 〔20．0〕 （13，1）

　　　　　　　　明赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR5／6 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
43

83 H－10 8 土師器・甕 〔19，4〕 （11．5）

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④1／3　　　　　　　　5YR6／8 （外面）横なで、箆削り

内面）横なで、なで
43

84 H－11 2 土師器・甕 〔13．0〕 3．1

　　　　　　　　灰①細粒②良好③　　　　　④1／2　　　　　　　　N7／0 （外面）韓櫨なで

内面）幡韓なで
回転糸切り。 43

85 H－11 1 土師器・甕 〔1L6〕 3．1

　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④3／4　　　　　　　　7．5YR6／6 （外面）横なで、なで、箆削り

内面）横なで
43

89 T－1 2 須恵器・圷 〔15．4〕 （3．2）

　　　　　　　　にぶい撞①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR7／4 （外面）漉轍なで

内面）競櫨なで
43

90 T－1 1 土師羅・杯 〔14．5〕 5．2

　　　　　　　　明黄褐①細粒②良好③　　　　　④1／3　　　　　　　　10YR7／6 （外面）幌鞭なで

内面）磨き
43

91 1－1 3
酸化炎焼成・

恵器・圷 一
（1．1）

　　　　　　　　灰オリーブ　　底部の①細粒②良好③　　　　　④　　　　　　　　5Y6／2　　　み （外面）軸櫨なで

内面）競櫨なで
43

92 1－1 2 土師器・圷 〔IL6〕 3．4

　　　　　　　　灰①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5Y4／1 （外面）卿1鵬なで

内画）韓櫨なで
43

93 工一1 1 須恵器・圷 〔12。1〕 3．0

　　　　　　　　灰①細粒②良好③　　　　　④2／5　　　　　　　　7．5Y5／1 （外面）韓櫨なで

内面）漉櫨なで
43

94 D－26 1 須恵器・圷 〔12．9〕 （4．1〉

　　　　　　　　灰黄①細粒②良好③　　　　　④1／3　　　　　　　　2．5Y7／2 （外面）韓櫨なで

内面）樒轍なで
43

95 D－66 1 須恵器・圷 〔1L9〕 3．2

　　　　　　　　灰①細粒②良好③　　　　　④1／2　　　　　　　　10Y6／1 （外面）鵜輔なで

内面）韓輔なで
43

96 D－78 1
須恵器・高台

椀 一
（2．4）

　　　　　　　　灰白①細粒②良好③　　　　　④1／3　　　　　　　　7．5Y7／1 （外面）鞭輔なで

内面）韓輔なで
43

168 H－11 3 須恵器・圷 一 ｝

　　　　　　　　オリーブ黄①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5Y6／3 （外面）饒輔なで

内面）競輔なで
一

Tab．9　縄文土器観察表

番号 出土位置 器形 ①胎土　②焼成　③色調　④残存 文様・成形方法 備　　考 Fig．

97 」一1① 深鉢
　　　　　　　　明赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　10YR7／6

縄文R　L、0（ゼロ）段多条、繊維を含む。 前期・黒浜 44

98 J－3① 深鉢
　　　　　　　　明赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　10YR6／6

絡条体圧痕、地文の縄文は0段多条のR　LとR
よる羽条構成、繊維を含む。

花積下層 44

99 」一4　① 深鉢
　　　　　　　　浅黄澄①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR8／4

隆帯、絡条体圧痕文、繊維を含む。 前期初頭 44

100 J－4① 深鉢
　　　　　　　　にぶい榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR7／4

隆帯、絡条体圧痕文、繊維を含む。 前期初頭 44

101 J－4　① 深鉢
　　　　　　　　にぶい榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR7／4

縄文R　L、繊維を含む。 前期初頭 44

102 J－4　① 深鉢
　　　　　　　　浅黄榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR8／3

縄文R　L（羽条構成）、繊維を含む。 黒浜 44

103 J－5① 深鉢
　　　　　　　　澄①細粒②良好③　　　　　④3／4　　　　　　　　2．5YR6／6

隆帯に刺突文を施し、半載竹管による押引文 中期・阿玉台 44
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番号 出土位置 器形 ①胎土　②焼成　③色調　④残存 文様・成形方法 備　　考 Fig．

104 J－5　① 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2。5YR6／6

隆帯、連続爪形文、結晶片岩を含む。 阿玉台 44

105 J－5　① 深鉢
　　　　　　　　赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR4／6

連続爪形文 阿玉台 44

106 X125Y124G 深鉢
　　　　　　　　澄①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR7／6

爪形文、繊維を含む。 前期初頭 45

107 X104Y99G 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR6／6

縄文R　L、底部に貝殻条痕文、繊維を含む。 前期初頭 45

108 X120Y120G 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR6／6

縄文R　L、口唇部に羽状の刺突文、繊維を含む。 黒浜 45

109 X104Y123G 深鉢

　　　　　　　　にぶい黄澄①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　10YR7／4 半栽竹管による連続爪形文、縄文R　L、繊維を
む。

黒浜 45

110 X97Y121G 深鉢
　　　　　　　　澄①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR6／6

平行沈線（ひし形構成）、繊維を含む。 黒浜 45

111 X120Yll8G 深鉢
　　　　　　　　浅黄榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　10YR8／4

縄文R　L、刺突がつく、繊維を含む。 黒浜 45

112 X109Y124G 深鉢
　　　　　　　　浅黄榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR8／4

縄文R　L（0段多条）、連続爪形文、繊維を含む。 黒浜 45

113 X110Y116G 深鉢
　　　　　　　　橿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR7／6

櫛歯状工具による集合沈撰、繊維を含む。 黒浜 45

114 XlOgY116G 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR6／6

縄文R　L、連続爪形文。口縁部、繊維を含む。 黒浜 45

115 B区表採 深鉢
　　　　　　　　にぶい澄①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR6／4

コンパス文、沈線、繊維を含む。 黒浜 45

116 X110Yl16G 深鉢
　　　　　　　　黄澄①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR8／8

櫛歯状工具による集合沈撰、繊維を含む。 黒浜 45

117 X110Y125G 深鉢
　　　　　　　　にぶい榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR6／4

縄文R　L、連続爪形文、繊維を含む。 黒浜 45

118 X120Y117G 深鉢
　　　　　　　　にぶい赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR5／4

コンパス文、繊維を含む。 黒浜 45

119 X122Y123G 深鉢
　　　　　　　　浅黄榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR8／6

コンパス文、平行沈線。口縁部、繊維を含む。 黒浜 45

120 X110Yl15G 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR7／6

コンパス文、繊維を含む。 黒浜 45

121 X125Y124G 深鉢
　　　　　　　　浅黄榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR874

縄文R　L、付加条文L、繊維を含む。 黒浜 45

122 X126Y123G 深鉢
　　　　　　　　にぶい概①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR6／4

異節の縄文R　L、繊維を含む。 黒浜 45

123 X125Y124G 深鉢
　　　　　　　　橿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR7／6

無節の縄文L、繊維を含む。 黒浜 45

124 X112Y117G 深鉢
　　　　　　　　にぶい榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR7／4

半載竹管による平行沈線と曲線 諸磯b 45

125 X126Y122G 深鉢
　　　　　　　　浅黄榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7、5YR8／4

横方向の沈線 諸磯b 45

126 X101Y124G 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7，5YR6／6

地文縄文R　L、平行沈線による格子目文 諸磯b 45

127 X110Y124G 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7，5YR7／6

平行沈線、縄文R　L 諸磯b 45

128 X120Y122G 深鉢
　　　　　　　　明赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR5／6

浮線文の上に縄文R　L、縄文R　L 諸磯b 45

129 X126Y122G 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR6／6

浮線文（刻みが入る）、口縁部。 諸磯c 45

130 X105Y116G 深鉢
　　　　　　　　浅黄榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR8／4

浮線文（刻みが入る）、縄文R　L 諸磯b 45

131 X121Y109G 深鉢
　　　　　　　　浅黄榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR8／4

浮線文の上に縄文R　L 諸磯b 45

132 X113Y125G 深鉢
　　　　　　　　にぶい燈①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR7／4

縄文R　L、半栽竹管による連続爪形文、沈線 諸磯b 45

133 X119Y124G 深鉢
　　　　　　　　にぶい榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR6／4

浮線文（刻みが入る） 諸磯b 45

134 X104Y工19G 深鉢
　　　　　　　　淡榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR8／4

縄文R　L 諸磯b 45

135 表採 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR7／6

集合沈線、耳たぶ状の突起あり。 諸磯c 46
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番号 出土位置 器形 ①胎土　②焼成　③色調　④残存 文様・成形方法 備　　考 Fig。

136 X126Y122G 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2。5YR7／6

集合条線、渦状浮線文。口縁部、結晶片岩を含

。

諸磯c 46

137 B区表採 深鉢
　　　　　　　　燈①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR6／6

集合沈線 一
46

138 X125Y124G 深鉢
　　　　　　　　浅黄榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR8／4

集合沈線、連続爪形文 諸磯c 46

139 X131Y119G 深鉢
　　　　　　　　浅黄澄①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR8／6

C字状と耳たぶ貼付文、集合沈線、口縁部。 諸磯c 46

140 X112Y124G 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR7／6 平行沈線による羽状構成、棒状貼付痕、口縁部

刺突文 諸磯c 46

141 B区表採 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR6／6

集合沈線 諸磯c 46

142 X117Y124G 深鉢
　　　　　　　　　にぶい褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR5／4

集合沈線、円形貼付 諸磯c 46

143 X121Y121G 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2，5YR7／8

集合沈線、C字状の突起痕、口縁部に刺突文 諸磯c 46

144 X112Yl24G 深鉢
　　　　　　　　浅黄燈①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR8／4

集合沈線による羽状構成 諸磯c 46

145 Xll2Y125G 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR7／8

集合沈線。底部。 諸磯c 46

146 Xll2Y121G 深鉢
　　　　　　　　浅黄榿①細粒②卑好③7．5YR8／4　④破片

貝殻復縁文の連続爪刺突文、口縁部。 興津 46

147 X109Y117G 深鉢
　　　　　　　　　にぶい黄榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　10YR7／3

二枚員による員殻復縁連続押圧文 興津 46

148 X120Y123G 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2・．5YR7／6

浮線文に縄文R　L。口縁部。口唇部に刻み。 五領ヶ台 46

149 X131Y117G 深鉢
　　　　　　　　澄①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR7／6

隆帯、沈線、細かな縄文R　L、三叉文。砂粒を

む。150，15L152と同一個体。
中期前葉 46

150 X132Y117G 深鉢
　　　　　　　　淡赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR7／4 隆帯、沈線、細かな縄文R　L、砂粒を含む。

49，151，152と同一個体。
中期前葉 46

151 X131Y116G 深鉢
　　　　　　　　明赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR5／6 隆帯、沈線、細かな縄文R　L、砂粒を含む。

49，150，152と同一個体。
中期前葉 46

152 X131Y116G 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR7／6

隆帯、沈線、細かな縄文R　L、三叉文。砂粒を

む。150，150，151と同一個体。
中期前葉 46

153 X122Y108G 深鉢
　　　　　　　　澄①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR7／6

隆帯、半栽竹管による押引文、平行沈線 阿玉台 46

154 Xl32Y114G 深鉢
　　　　　　　　浅黄榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR8／4

隆帯、刺突文 阿玉台 46

155 X131Yl16G 深鉢
　　　　　　　　　にぶい榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR7／4

隆帯 阿玉台 46

156 X131Y117G 深鉢
　　　　　　　　淡赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　2．5YR7／4

隆帯、連続爪形文。砂粒を多く含む。 勝坂 46

157 Xl30Y115G 深鉢
　　　　　　　　澄①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR7／6

平行沈線、連続爪形文。砂粒を多く含む。 勝坂 46

158 X128Y115G 深鉢
　　　　　　　　　にぶい赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR5／4

平行沈線、連続爪形文 勝坂 46

159 X132Y117G 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR6／6

隆帯、連続爪形文。砂粒を多く含む。 勝坂 46

160 X132Y117G 深鉢
　　　　　　　　澄①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR7／6

隆帯丸連続爪形文。砂粒を多く含む。 勝坂 46

161 X129Y115G 深鉢
　　　　　　　　　にぶい赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR5／4

平行沈線、連続爪形文。 勝坂 47

162 ズ130Y116G 深鉢
　　　　　　　　　にぶい榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR7／4

平行沈線、区画内連続爪形文。結晶片岩を含む。 中期・勝坂 47

163 Xl30Y116G 深鉢
　　　　　　　　　にぶい赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR5／4

平行沈線、区画内爪形文。結晶片岩を含む。 中期・勝坂 47

164 X131Y117G 深鉢
　　　　　　　　　にぶい澄①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR6／4

隆帯沈線、細かな縄文R　L、三叉文。砂粒を多
含む。

中期前葉 47

165 X131Y117G 深鉢
　　　　　　　　明赤褐①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR5／6

縦方向沈線、口縁部。 中期中葉（勝坂） 47

166 X132Y115G 深鉢
　　　　　　　　榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　5YR6／6

隆帯、半栽竹管による押引文 中期・阿玉台 47

167 B区表採 深鉢
　　　　　　　　浅黄榿①細粒②良好③　　　　　④破片　　　　　　　　7．5YR8／6

三段縄文R　L　R、沈線。砂粒を多く含む。 加曽利E　II 47
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Tab．10　土製品・石製品・鉄製品・特殊遺物観察表

備考 出土位置
登録

号
器　種

　最大長　　最大幅　　最大厚　　重　さ①　　　②　　　③　　　④　　　⑤残存⑥石材　（cm）　　（cm）　　（Cm）　　（9）

備　考 Fig

169 T－1 1 土錘 ①6．1　②L5　③L5　　④15、0　　⑤完形 47

170 T－1 2 土錘 ①5．0　②1．5　③1．5　　④15．0　　⑤完形 47

171 D－66 ！ 土錘 ①5．5　②1．5　③L5　　④16．2　　⑤完形 47

172 B区表採 ｝ 土錘 ①5．9　②L7　③1．7　　④18．8　　⑤完形 47

173 X112Y125 一 土製円盤 ①3．1　②一　　③0．9　　④9．0　　⑤完形 47

174 X102Y97 一 管玉 ①1．9　②0．7　③0．7　　④3．3　　⑤完形　　⑥滑石 47

175 X106Y97 一 耳飾り ①2．8　②0．9　③0，7　　④7．6　　⑤一部欠損⑥ヒスイ 47

176 H－3 3 リング ①4．5　②0．7　③0．6　　④8．4　　⑤一部欠損 47

177 H－3 4 リング ①3．4　②0，6　③0。4　　④3．1　　⑤一部欠損 47

178 H－3 2 鉄製防錘車 ①4．7　②4。7　③0．3　　④18．8　　⑤完形 47

179 H－3 7 釘 ①1．8　②0．3　③0．2　　④0．6　　⑤一部欠損 47

180 H－3 1 槍鉋 ①22．1　②1．5　③1．1　　④35．4　　⑤完形 47

181 H－3 6 刀子 ①16．5　②L7　③0．3　　④27．2　　⑤一部欠損 47

182 H－8 5 刀子 ①10．0　②L9　③0．4　　④7．4　　⑤一部欠損 47

183 H－10 8 刀子の柄 ①6．0　②1．1　③L1　　④8．3　　⑤完形 47

184 B区表採 一 石器 ①2．4　②L5　③0．3　　④L3　　⑤完形　　⑥黒曜石 48

185 XlllY100G 一 ナイフ形石器 ①2．4　②L8　③0．7　　④3．1　　⑤完形　　⑥チャート 48

186 B区表採 13 石錺i ①（3．1）②（L2）③（0．4）　④（0．9）　⑤完形　　⑥黒曜石 48

187 B区表採 7 石錺i ①（！．7）②（L3）③（0．2）　④（0．5）　⑤一部欠損⑥黒曜石 48

188 X110Y97G 8 石鎌 ①2．3　②L8　③0．6　　④2．3　　⑤完形　　⑥黒曜石 48

189 B区表採 9 石鎌 ①2．2　②1．7　③0．5　　④1．7　　⑤完形　　⑥黒曜石 48

190 B区表採 6 石鎌 ①1．8　②1．7　③0．4　　④1．0　　⑤完形　　⑥頁岩 48

191 J－3 5 石鎌 ①3．1　②1．8　③0．6　　④3．0　　⑤完形　　⑥頁岩 48

192 A区表採 1 石鎌 ①2．3　②1．3　③0．4　　④LO　　⑤完形　　⑥頁岩 48

193 B区表採 3 石鎌 ①（2∫2）②（L6）③（0．4）　④（1．2）　⑤完形　　⑥頁岩 48

194 X126Y122G 2 石鎌 ①2・6　②1．6　③0．4　　④L1　　⑤完形　　⑥頁岩 48

195 X102Y122G 4 石鎌 ①2．4　②1．7　③0．4　　④L5　　⑤完形　　⑥頁岩 48

196 X133Yll8G ．12 石鎌 ①（L7）②（1．3）③（0．3）　④（0．6）　⑤一部欠損⑥黒曜石 48

197 調査区表採 11 石鎌 ①（2．2）②（L6〉③（0．4）　④（L2）　⑤一部欠損⑥頁岩 48

198 B区表採 10 石鎌 ①2．6　②1．8　③0．4　　④1．6　　⑤完形　　⑥頁岩 48

199 B区表採 14 石鎌 ①2．2　②1．7　③0．4　　④1．0　　⑤完形　　⑥チャート 48
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備考 出土位置
登録

号
器　種

　最大長　　最大幅　　最大厚　　重　さ①　　　②　　　③　　　④　　　⑤残存⑥石材　（cm）　　　　（cm）　　　　（cm）　　　　（9）

備考 Fig

202 X131Y112G 15 石鎌 ①3．0　②L4　③0．4　　④L5　　⑤完形　　⑥黒曜石 48

203 XlO3Yl20G 16 石鎌 ①3．1　②1．2　③0．4　　④1．1　　⑤完形　　⑥黒曜石 48

202 X126Y105G 17 石鎌 ①2、2　②L6　③0．4　　④L1　　⑤完形　　⑥黒曜石 48

203 H－3 『 砥石 ①6．1　②3．3　③1．6　　④48．2　　⑤完形　　⑥流紋岩 6面使用。 48

204 H－8 一 砥石 ①（5．3）②（4．8）③（4．7）　④（14．0）　⑤一部欠損⑥流紋岩 4面使用。 48

205 X120Y115G 一 砥石 ①5．2　②2．7　③L5　　④27．4　　⑤一部欠損⑥輝緑岩 2面使用。 48

206 J－2 1 石匙 ①（3．5）②（1．9〉③（1，0）　④（5．2〉　⑤一部欠損⑥チャート 48

207 X120Y121G 一 石匙 ①4．0　②5．0　③0．8　　④10．4　　⑤完形　　⑥チャート 48

208 X110Y99G 一 石匙 ①4．2　②7．6　③LO　　④28．0　　⑤完形　　⑥黒色頁岩 48

209 」一3 3 削器 ①5．2　②12．1　③L7　　④100．0　⑤完形　　⑥黒色頁岩 49

210 X106Y99G ｝ 削器 ①4．9　②5．7　③L5　　④28．8　　⑤完形　　⑥黒色頁岩 49

211 X121Y122G 『 削器 ①L4　②3．5　③0．5’　④2．5　　⑤完形　　⑥チャート 49

212 X131Y118G 一 削器 ①5．2　②5．9　③L7　　④56．0　　⑤一部欠損⑥頁岩 49

213 X118Yl23G ｝ 磨製石斧 ①（5．7）②（4．3）③（L2）　④（39．β）　⑤一部欠損⑥黒色頁岩 49

214 X116Y124G 一 磨製石斧 ①（8．0）②（5．7）③（2．3）　④（190．0）⑤一部欠損⑥黒色頁岩 49

215 」一1 2 打製石斧 ①（8．5）②（5．3）③（2．2）　④（130．0）⑤一部欠損⑥頁岩 49

216 X111Y98 一 打製石斧 ①（8．1）②（6．0）③（3．3）　④（150．O）⑤一部欠損⑥黒色頁岩 49

217 J－2 2 打製石斧 ①（7．1）②（5，5）③（3．1）　④（110．0）⑤一部欠損⑥黒色頁岩 49

218 J－2 3 打製石斧 ①10．5　②5．6　③2．4　　④150．0　⑤完形　　⑥黒色頁岩 49

219 」一4 5 打製石斧 ①10．5　②5．2　③3．3　　④180、0　⑤完形　　⑥黒色頁岩 49

220 X109Y124G ｝ 打製石斧 ①7．8　②3．2　③1．1　　④3L8　　⑤完形　　⑥黒色頁岩 49

221 X123Y115G 一 打製石斧 ①（4．2）②（4，2）③（1．2）　④（33．6）　⑤一部欠損⑥黒色頁岩 49

222 X118Y122G 一 打製石斧 ①11．3　②5、1　③1．5　　④97．5　　⑤完形　　⑥黒色頁岩 49

223 X104Y98G 一 打製石斧 ①1L5　②5．7　③L3　　④100．0　⑤完形　　⑥頁岩 49

224 Xl19Y109G 一 打製石斧 ①13。6　②4．3　③2，6　　④160，0　⑤完形　　⑥黒色頁岩 49

225 X104Y99G 一 打製石斧 ①13．5　②5．7　③2．2　　④240．0　⑤完形　　⑥黒色頁岩 49

226 X131Y114G 一 打製石斧 ①8．8　②3．6　③1．1　　④43．8　　⑤完形　　⑥頁岩 50

227 X106Y117G 一 打製石斧 ①（5．1）②（4．2）③（1．5）　④（38．2）　⑤一部欠損⑥頁岩 50

228 Xll8Y122G 「　　一 打製石斧 ①（4．5）②（3．0）③（1．1）　④（22．2）　⑤一部欠損⑥黒色頁岩 50

229 X110Y121G 一 打製石斧 ①（6．8）②（4．3）③（1．2）　④（53．0）　⑤一部欠損⑥黒色頁岩 50

230 X111Y123G 一 打製石斧 ①（8。2）②（4．5），③（L1）　④（48．0）　⑤一部欠損⑥黒色頁岩 50

231 X100Y125G 一 打製石斧 ①（6．4）②（5．6）③（2．1）　④（91．0）　⑤一部欠損⑥黒色頁岩 50

28



備考 出土位置
登録

号
器　種

　最大長　　最大幅　　最大厚　　重　さ①　　　②　　　③　　　④　　　⑤残存⑥石材　（cm）　　　　　（cm）　　　　　（cm）　　　　　（9）

備　考 Fig

232 X125Y123G 一 打製石斧 ①（9．3）②（5．2）③（2．3）　④（100．0）⑤一部欠損⑥黒色頁岩 50

233 A区表採 一 打製石斧 ①9．7　②4．3　③3．1　　④140．0　⑤完形　　⑥黒色頁岩 50

234 X128Y108G 一 打製石斧 ①9，7　②4。8　③1．7　　④77．5　　⑤完形　　⑥黒色頁岩 50

235 X125Y124G 一 打製石斧 ①8．4　②5．7　③L7　　④89．0　　⑤完形　　⑥黒色頁岩 50

236 X122Y112G 一 打製石斧 ①10．8　②5．1　③L7　　④110．0　⑤一部欠損⑥黒色頁岩 50

237 X113Y124G 一 峰の巣石 ②7，0　③4．8　③4．8　　④320．0　⑤一部欠損⑥粗粒安山岩 50

238 R－11 14 敲石 ②6．4　③4．6　③4，6　　④700．0　⑤完形　　⑥粗粒安山岩 50

239 X120Y111G 一 敲石 ②6．2　③3．7　③3．7　　④400．0　⑤完形　　⑥粗粒安山岩 50

240 X116Y126G 一 凹石 ②8．1　③3．2　③3．2　　④380・0　⑤一部欠損⑥粗粒安山岩 50

241 X122Y117G 一 凹石 ②6．0　③3．8　③3．8　　④260．0　⑤完形　　⑥粗粒安山岩 51

242 A区表採 一 凹石 ②6．5　③4．6　③4．6　　④560．0　⑤完形　　⑥粗粒安山岩 51

243 J－3 一 磨石 ②8．3　③3．9　③3．9　　④600．0　⑤完形　　⑥粗粒安山岩 51

244 X105Y98G 一 磨石 ②6．1、　③4。6　③4．6　　④380．0　⑤一部欠損⑥粗粒安山岩 51

245 X109Y99G 一 磨石 ②8．6　③3．2　③3。2　　④420．0　⑤完形　　⑥粗粒安山岩 2面使用。 51

246 X105Y99G 一 板碑 ②14．5　③1．6　③L6　　④960．0　⑤一部分　　⑥結晶片岩 51

註）1．縄文土器・土師器・須恵器の観察項目は、「①胎土②焼成③色調④残存」の順で記載した。

　2．石器・石製品の観察項目は「①最大長②最大幅③最大厚④重さ⑤石材」の順で記載した。

　3．①胎土は細粒（0．9mm以下）、中粒（LO㎜～L9㎜）、粗粒（2．0㎜以上）とし、特徴的な鉱物が入る

　　　場合には、鉱物名を記載した。

　　②焼成は、「極良・良好・不良」の3段階で評価した。

　　③色調は土器外部を観察し、色名は新版標準土色帳2001年版（農林水産省農林水産技術会議事

　　　務局監修・（財）日本色彩研究所色票監修）によった。

　　④大きさの単位はcm・gであり、現存値を（　）、復原値を〔　〕で示した。その他の小片につ

　　　いては所属部位を記載した。
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」一1号住居跡層序説明
1　褐色細砂層　　　C10％、ローム粒を5％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

2　黄褐色細砂層　　C・ローム粒を5％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

3　明黄褐色細砂層　ロームブロック（φ・5～30mm）を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

J－1号炉；吐層序説明

1　黄褐色細砂層　　褐色土ブロック30％、ロームブロックを20％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

」一1号ピット層序説明
1　黄褐色細砂層　　粘性があり、締まりは弱い。

2　明黄褐色細砂層粘性があり、締まりはある。
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Fig．7　A区J－1号住居跡
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」一2号住居跡層序説明
1　暗褐色細砂層　　C10％、ローム粒20％、炭化物を僅かに含む。粘性が少しあり、

　締まりは弱い。

2　褐色細砂層　　　C僅か、ローム土を30％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

3　黄褐色細砂層　　ローム主体層。暗褐色土を僅かに含む。粘性が少しあり、締ま
　りによ野毫レ）。

4　明黄褐色細砂層　ハードローム層。粘性が少しあり、締まりはある。

0 1160 2m
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霧
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＿　　3　　＿
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＿　4　　　一
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」一2号柱穴層序説明

1　にぶい黄褐色細砂層

2　にぶい黄褐色細砂層
3　黄褐色細砂層

　あり、締まりは弱い。

4　明黄褐色細砂層

ローム粒を僅かに含む。粘性があり、締まりは弱い。

ローム土を10％含む。粘性・締まりともある。

ローム主体層。暗褐色土を僅かに含む。粘性が少し

ハードローム層。粘性が少しあり、締まりはある。

Fig．8　A区J－2号住居跡

・3ヱ



」一3

一

熱

ゆ

▽
目
高

の
旨

N

しQ

●●

レ

憎

　　　　C’

9◎－

　　　　　　　　　ゼ
　　　　夢◎！
9⑨

o
l9

⑧

HLニ114．4m
　　　　1 2

笏

Hノ

昏

鰍
　　　＼㌢＠
　　　⑤

多

陳

コ

レ

211

0 1：30 1m

　　　9

9．◎

讐

A　Lニ114、1m
　　　　　4

1
3 氏

2 2勿

0 1＝60 2m

L＝114．4m
C　　　　　C’
＿　132　＿

彫
L＝114．4m
D　　　　D’

一　　4　一

霧

Lニ！14．4m
B　　　　　Bノ

励
L＝114．4m

旦　5隻

笏
L＝114．4m
G　　　　G〆
＿　　5　＿

笏

J－3号住居跡層序説明
1　にぶい黄褐色細砂層
2　黄褐色細砂層

3　明黄褐色細砂層
4　黄榿色細砂層

J－3号炉吐層序説明

1　明黄褐色細砂層

2　褐色細砂層
J－3号ピット層序説明
1　褐色細砂層
2　褐色細砂層
3　黄褐色細砂層

4　暗褐色細砂層

ローム土25％、C20％、ローム粒を10％含む。粘性が少しあり、締まりはある。

ローム土15％、C・ローム粒を5％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

ローム主体層。黄褐色土を5％含む。粘性が少しあり、締まりはある。

ローム主体層。ローム粒・炭化物を僅かに含む。粘性があり、締まりは弱い。

C・炭化物・ローム粒を僅かに含む。二層を10％含む。粘性が少しあり、締まりはある。

炭化物を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

粘性があり、締まりは弱い。

粘性が少しあり、締まりはある。

粘性があり、締まりは弱い。

粘性・締まりともある。

Fig．9　A区J－3郷住居跡
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J－4号住居跡層序説明

1　褐色細砂層
2　黄褐色細砂層

3　暗赤褐色細砂層
4　極暗赤褐色細砂層

5　赤褐色細砂層

」一4号炉祉層序説明

1　褐色細砂層
2　黄褐色細砂層

」一4号ピット層序説明

1　褐色細砂層
2　褐色細砂層
3　黄褐色細砂層

　33

C・焼土粒・炭化物を僅かに含む。粘性・締まりともある。

Cを僅かに含む。粘性があり、締まりは弱い。

C・焼土粒・炭化物を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりはある。

焼土粒・炭化物を僅かに含む。粘1生・締まりともある。

炉の壁（焼けた粘土の層）。粘性がなく、締まりはある。

焼土ブロック・炭化物を僅かに含む。粘性があり、締まりは弱い。

粘性・締まりともある。

黒色土ブロックを含む。粘性があり、締まりは弱い。

Cを僅かに含む。粘性・締まりともある。

粘性・締まりともある。
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Fig．10　A区J－4号住居跡
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」一5号住居跡層序説明
暗褐色細砂層

褐色細砂層

にぶい黄褐色細砂暦

にぶい黄褐色細砂層

黄褐色細砂層

C10％、ローム粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりはある。

As－BP5％・ローム粒を5％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

As－BP・ローム粒を僅かに含む。粘性・締まりともある。

As－BPを僅かに含む。糟1生があり、締まりは弱い。

ローム主体層。ローム粒を10％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

Fig．11　B区」一5号住居跡
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H－1号住居跡層序説明
工　黒褐色細砂層

2　暗褐色細砂層

3　黒褐色細砂層

4　黄褐色細砂層

H－1号竈層序説明

C

1　暗褐色細砂層

C’

C　L＝112．6m C1

C・FP10％、ローム粒5％、焼土粒を僅かに含む。粘性があり、締まり
は弱い。

C10％、ローム粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

C5％、ローム粒20％、粘土ブロック・焼土粒を5％含む。粘性が少しあ

り、締まりは弱い。

C5％、ローム粒を僅かに含む。粘性があり、締まりは弱い。

1 2

P1

％

4

3
5

C・F　P・焼土粒・ローム粒を僅かに含む。2層を10％含む。粘性が少し

あり、締まりは弱い。

2　にぶい黄褐色粘土層　C・炭化物を僅かに含む。1層を10％含む。粘

　　　　　　　　　　　性があり、、締まりは弱い。

3　にぶい黄褐色粘土ブロック　焼土粒を5％含む。粘性が強く、締まり

　　　　　　　　　　　はある。

4　暗褐色粘土層　　　　焼土ブロック（φ・2～5mm）・ロームブロック

　　　　　　　　　　　（φ・1～2mm）・炭化物を僅かに含む。粘性が

　　　　　　　　　　　強く、締まりはある。

5　にぶい褐色粘土層　　焼土ブロック（φi2～10mm）を20％含む。粘

　　　　　　　　　　　性があり、締まりは弱い。

H－1号柱穴層序説明
1　褐色細砂層　　　　　ロームブロック（φ・2～7mm）を20％、焼土

　　　　　　　　　　　粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりはあ

　　　　　　　　　　　る。
2　にぶい黄褐色細砂層　ロームブロック（φ冨1～2mm）を5％含む。

　　　　　　　　　　　粘性が少しあり、締まりはある。

3　黄褐色細砂層　　　　ロームブロック（φ＝2～5mm）を50％含む。

　　　　　　　　　　　粘性・締まりともある。

0 1＝30 1m

Fig．12　B区H－1号住居跡
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H－2号住居跡層序説明
1　黒褐色細砂層

2　にぶい黄褐色粘土層

3　暗褐色細砂層

4　黒褐色細砂層

5　黄褐色細砂層

6　暗褐色粘土層

H－2号竃層序説明
1　暗褐色細砂層

2　褐色細砂層

3　にぶい黄褐色細砂層
4　褐色細砂層『

H－2号ビット層序説明
1　黒褐色細砂層

2　黒褐色細砂層

3　暗褐色細砂層

0 1＝30m

C5％・FP10％・ローム粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締ま
りはある。

F　Pを僅かに含む。ローム粒10％、焼土粒を僅かに含む。粘性がな

く、新百まりは弱い。

FP5％を含む。C・ローム粒・ロームブロック（φ冨2～5mm）を
｛茎力》壱こ含む。　斗省’1生力｛なく、　郵繕まりるま野勇し》。

Cを僅かに含む。粘性があり、締まりは弱い。

ローム主体層。C・暗褐色土ブロックを僅かに含む。粘性があり、

締まりは弱い。

C・ローム粒・焼土粒・炭化物を僅かに含む。粘性があり、締まり

は弱い。

C・ローム粒を5％含む。一粘性が少しあり、締まりはある。

C・炭化物を僅かに含む。ローム粒を10％含む。粘性があり、締ま
り骸ま野房レ㌔

焼土粒を僅かに含む。粘性があり、締まりはある。

焼土ブロック（φ・2～10mm〉を25％含む。粘性が少しあり、締ま
りFま野馨レ】。

黒色土を20％含む。焼土粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締まり

は弱い。

焼土粒5％、ローム粒を10％含む。粘性があり、締まりは弱い。

粘性があり、締まりは弱い。

1m

Fig．13　H－2号住居跡
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H－3号住居跡層序説明

C

1　暗褐色細砂層

2　褐色細砂層

3　にぶい黄褐色粘土層

4　褐色粘土層

C1

5
米刮生があり、締まりは弱い。

6褐色細砂層　　　　　　ローム粒を30％含む。粘性があり、締まり

　　　　　　　　　は弱い。
H－3号竈層序説明

C　L＝112．9m

3

　C・F　P5％、ローム粒・焼土粒を僅かに含む。粘性が少しあ
　り、締まりがある。

　C10％、F　P5％、ローム粒10％、焼土粒を5％含む。粘性が
少しあり、締まりがある。

　C・ローム粒を僅かに含む。焼土粒ブロック（φ＝2～5mm）を
20％含む。粘性・締まりともある。

　Cを僅かに含む。焼土ブロック（φ＝2～3mm）・ロームブロック

　（2～5mm）を5％含む。粘性があり、締まりは弱い。
黄褐色細砂層　　　　ロームブロック（2～5mm）を20％含む。

1　黄褐色細砂層

2

1

4

黄褐色細砂層

暗赤褐色細砂層

4　暗黄褐色細砂層

　　　　　　C！　5

5勃，
赤褐色細砂層

にぶい赤褐色細砂層

褐色細砂層

1：30m

C・F　P・焼土ブロックを僅かに含む。粘
性が少しあり、締まりは強い。

粘性があり、締まりは弱い。

焼土ブロックを5％含む。粘性が少しあり、

締まりは弱い。

焼土ブロックを僅かに含む。粘性が強く、

締まりがある。

焼土ブロックを10％含む。嘱貯性が強く、締
まり占ま易弓レ》。

粘性が少しあり、締まりは弱い。

粘性があり、締まりは弱い。

1m

Fig．14　H－3号住居跡
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H－4号住居跡層序説明
1　暗褐色細砂層

2　暗褐色細砂層

3　にぶい黄褐色細砂層

4　黄褐色細砂層

5　褐色細砂層

H－4号竈層序説明
1　褐色細砂層

2　暗褐色細砂層

3　にぶい黄褐色細砂層

4
5
6

暗褐色細砂層

明褐色焼土ブロック

灰褐色細砂層

H－4号ビット層序説明
1　暗褐色細砂層

　　2　黄褐色細砂層Cノ

0 1＝30

FP10％、ローム粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締ま
りがある。

C・FP・ロームブロック（φ52～5mm）を5％含む。ロ
ーム粒10％を含む。粘性が少しあり、締まりはある。

C5％、ロームブロック（φ＝5～10m皿）・ローム粒を10％含

む。焼土粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

ローム主体層。粘性があり、締まりは弱い。

焼土ブロック（φ・5mm）・ローム粒を僅かに含む。粘性が
少しあり、締まりはある。

F　P20％、焼土ブロック（φ＝5mm）を5％含む。粘性が少
しあり、締まりは弱い。

ローム粒を5％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。
ロームブロック（φ・2～5mm）5％、焼土ブロック（φi5

～10mm）を10％含む。粘性が少しあり、締まりはある。

焼土粒を5％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

粘性がなく、硬く締まる。

焼土粒・ロームブロック（φ・5～10mm）を5％含む。粘性
力§あり、　壽帝まりは濁易いo

F　P10％、焼土粒・ロームブロック（φ＝2～8mm〉を5％
含む。炭化物を僅かに含む。粘性があり、締まりは弱い。

ロームブロック（φ雷5～30m沁を40％含む。粘性があり、
斎帝まりは弱い。

1m

Fig．16　B区H－4号住居跡
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　　Fig．17　B区H－6号住居跡

H－6号住居跡腰序説明
1　褐色細砂屠　　　　C10％・FP20％、焼土ブロック（φ＝1～5旧m）を5％含む。粘性が少しあり・締まりはある。
2　階褐色細砂層　　　　C10％・FP5％、ローム粒を僅かに含む。粘性があり・締まりは弱い。
3　にぶい黄褐色細砂層　C5％・ロームブロック（φ＝2～5mm）を10％含む。粘性があり、締まりは弱い。
4　褐色細砂腰　　　　C・炭化物を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりはある。
5　黄褐色細砂腰　　　　Cを僅かに含む。ロームブロック（φ＝2～51nm）を5％含む。粘性があり・締まりは弱い。
H－6号竈厨序説明
1　暗褐色細砂圃　　　　Cを僅かに含む。粘性が少しあり、締まPは弱い。
2　にぶい黄褐色細砂圃　C・焼土粒を僅か、ローム粒を5％含む。粘性があり、締まりは弱い。
3　黒褐色細砂層　　　　C・焼土粒・ローム粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりはある。
4　褐色細砂周　　　　焼土ブロック（φ一2～5mm）を20％含む。粘性が少しあり、締まりがある。
5　にぶい黄褐色粘土層　焼土ブロック（φ＝2～5mm）を5％含む。炭化物を僅かに含む。粘性が強く、締まりは弱い。
6　褐色細砂禰　　　　　焼土ブロック（φ司2～5mm）を20％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。
H－6号柱穴層序説明
1　暗褐色細砂屑　　　　ローム粒を20％含む。粘性が少レあり、締まりは弱い。
2　黄褐色細砂層　　　　1層20％、ローム粒を20％含む。粘性があり、締まりは弱い。
3　明褐色細砂層　　　　ローム主体暦。ロームブロック（φ唱10mm）を10％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。
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H－7号住居跡層序説明
1　暗褐色細砂層

2
3
4
5
6

黒褐色細砂層
暗褐色細砂層
褐色細砂層
暗褐色細砂層
褐色細砂層

H－7号竈層序説明
1　暗褐色細砂層

2　褐色細砂層
3　褐色細砂層
4　褐色細砂層
5　黒褐色細砂層

H－7号柱穴層序説明
1　にぶい黄褐色細砂層
2　褐色細砂層
3　暗褐色細砂層
4　灰黄褐色粘土ブロック

5　褐色細砂層

C10％、FP・ローム粒を5％含む。焼土粒・貴褐色ローム土・2層土を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりはある。
FP5％、ロームブロック（φ＝2～5mm）を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。
焼土粒・ローム粒を5％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。
C10％、黄褐色ローム土30％、ローム粒20％、焼土粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。
黄褐色ローム土10％、焼土粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。
ロームブロック（φ冨2～5mm）5％、焼土粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりはある。

C10％、焼土粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりはある。
C・ローム粒5％、にぶい黄褐色焼土ブロック（φ＝5～8mm）10％、焼土ブロック（1～2mm〉を5％含む。粘性が少しあり、締まりはある。
ローム粒5％、焼土ブロック（φ禺2～5mm）10％、焼土粒を僅かに含む。粘性・締まりともある。
Cを僅かに含む。焼土ブロック（φd～5mm）を10％含む。粘性が少しあり、締まりはある。
焼土粒を5％含む。粘性が少しあり、締まりはある。

FPを僅か、ローム粒を5％含む。粘性があり、締まりは弱い。
焼土粒を僅かに含む。粘性があり、締まりは弱い。
焼土粒・ローム粒を僅かに含む。粘性があり、締まりは弱い。
粘’i生力雪なく、硬く系帝まる。

焼土粒・ローム粒を僅かに含む。粘性があり、締まりは弱い。

4ヱ

Fig．18　B区H－7号住居跡
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H－8号住居跡履序説明

C

ρ

Cノ

1　暗褐色細砂層

2　暗褐色細砂層

3
4
5
6

褐色細砂層
褐色細砂層
褐色細砂層
にぶい黄褐色細砂層

7　にぶい黄褐色細砂層

Cユ0％、焼土ブロック・ロームブロックを僅かに含む。粘性が
少しあり、締まりは弱い。
C5％、ロームブロックを僅かに含む。粘性が少しあり、締ま
り壷ま…i｝…｝レ〉。

ロームブロックを10％含む。粘性が少しあり・締まりはある。
Cを僅か、ロームブロックを5％含む。粘性・締まりともある。
C・焼土ブロックを憾かに含む。粘性が強く、締まりはある。
焼土ブロック（φ昌5mm〉5％、ロームブロック（φ罷2～5mm）
を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりはある。
ロームブロック（φ一10m鵬）を10％含む。粘性が少しあり、締ま
りσま嚢｝い。

H－8号竃層序説明
1　赤褐色焼土ブロック　炭化物を僅かに含む。粘性がなく・締まりは弱い。
2　暗褐色細砂層　　　　FPを僅か・焼土粒を10％含む。粘性が少しあり・締まりは弱い。
3　黒褐色細砂國　　　　焼土粒を5％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。
4　褐色細砂圃　　　　　焼土粒を10％含む。粘性が少しあり・締まりは弱い。
5　褐色細砂層　　　　　赤褐色焼土ブロックを40％含む。粘性があり、締まりは弱い。
6　黄褐色細砂屠　　　　ローム主体層。粘性が少しあり、締まりは弱い。
7　暗褐色細砂層　　　　焼土粒を5％含む。粘性があり・締まりは弱い。
H－8号住居跡貯蔵穴層序説明
1　暗褐色細砂層　　　　C・焼土ブロックを僅かに含む。粘性が少しあり、締まりはない。
2　褐色細砂層　　　　　Cを僅かに含む。粘性があり、締まりは弱い。
3　黄褐色細砂層　　　　 粘性力曙虫く、糸滞まりはある。

10

C　L＝113．2m Cノ D　L＝113，2m D’

0 1：30 1m

Fig．19　B区H－8号住居跡
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　　H－9号住居跡層序説明
　　1　黒褐色細砂層　　　　C20％、F　P5％、ローム粒を10％含む。粘性が少しあり、
　　　　　　　　　　　　締まりは弱い。
　　2　暗褐色細砂層　　　　ClO％、F　P5％、焼土粒・ローム粒を僅かに含む。粘性
　　　　　　　　　　　　　が少しあり、締まりは弱い。
　　3　暗褐色細砂層　　　　F　P・焼土粒・ローム粒を僅かに含む。粘性が少しあり、
　　　　　　　　　　　　締まりは弱い。
　　4　にぶい黄褐色細砂層　ロームブロック（φ・2～5mm）を20％含む。粘性があり、
　　　　　　　　　　　　締まりはある。
　　5　にぶい黄褐色細砂層　ロームブロック（φ・2～5mm）10％、ローム粒を5％含む。
　　　　　　　　　　　　　粘性が少しあり、締まりは弱い。
　　6　褐色細砂層　　　　　焼土ブロック（φ＝1～2mm）10％、ローム粒を僅かに含む。
　　　　　　　　　　　　　粘性が少しあり、締まりはある。
　　7　明黄褐色細砂層　　　ローム主体層。ローム粒を僅かに含む。粘性が少しあり、
　　　　　　　　　　　　　締まりはある。

　　8　にぶい黄褐色粘土層焼土粒を5％含む。粘性が強く、硬く締まる。
　　9　褐色細砂層　　　　焼土粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

　　H－9号竃層序説明
　　1　暗褐色細砂層　　　FP・焼土ブロックを僅かに含む。粘性が少しあり、締ま
　　　　　　　　　　　　　り｝ま男5レ》。

　　2　暗褐色細砂層　　　　焼土ブロックを5％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

　　3　褐色細砂層　　　　　F　Pを僅か、焼土ブロックを5％含む。粘性があり、締ま
　　りは弱い。

　　4　極暗赤褐色細砂層　　焼土ブロックを15％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

　　H－9号の床下土坑層序説明
　　1　黒褐色細砂層　　　Cを僅かに含む。粘性がなく、締まりはない。
　　2　暗褐色細砂層　　　ロームブロックを僅かに含む。粘性が少しあり、締まりは
1m　　　　　　　　　　　　　弱い。

　　3　褐色細砂層・　　　粘性が強く、締まりは弱い。

Fig．20　B区H－9号住居跡
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H－10号住居跡層序説明

C

C　L＝114。1m

Cノ

C’

1　暗褐色細砂層

2　褐色細砂層
3　にぶい黄褐色細砂層

4　明黄褐色細砂層

5　暗褐色細砂層

6黄褐色細砂層
H－10号竈層序説明
1　暗褐色細砂層

2　褐色細砂層

3　にぶい褐色細砂層

4　暗褐色微砂層

5　褐色細砂層

6　暗褐色微砂層

7　黒褐色微砂層

H－10号柱穴層序説明
1　暗褐色細砂層

5

2　黒褐色細砂層

3　褐色細砂層

0 1：30

C20％、FPlO％、ローム粒5％・焼土粒を僅かに含む。
粘性が少しあり、締まりはある。
ローム粒を10％含む。粘性があり、・締まりは弱い。
Cを僅かに含む。ロームブロック（φ＝10mm）20％、焼土
粒10％、ローム粒を5％含む。粘性があり、締まりは弱い。
ロームブロック（φ＝2～5mm）・ローム粒僅かに含む。
粘性・締まりともある。
ロームブロック（φ＝2～5mm）10％、ロー一ム粒を5％含
む。粘性があり、締まりは弱い。
ローム粒を20％を含む。粘性があり、締まりは弱い。

C・F　P5％、焼土粒・ローム粒僅かに含む。粘性が少
しあり、締まりはある。
F　Pを5％、C・焼土粒・ロームブロック（φ一5～6mm）
を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりはある。
C・ローム粒を僅かに含む。赤褐色焼土を10％含む。粘
性がなく、硬く締まる。
C・ローム粒・焼土粒を僅かに含む。粘性があり、締ま
りはある。

C・ローム粒・焼土粒・炭化物を僅かに含む。粘性が少
しあり、締まりは弱い。
焼土ブロック（φ一2～5mm）を10％含む。粘性があり、
糸箭まりは弱い。

焼土ブロック（φ一1～7mm）を10％含む。粘性があり、
系帝まりは弱い。

ローム粒を5％含む。焼土粒・炭化物を僅かに含む。粘
性があり、締まりは弱い。
ローム粒・炭化物を僅かに含む。粘性があり、締まりは
弱い。

黄褐色ローム土を30％を含む。粘性があり、締まりは弱い。

1m

Fig．21　B区H－lo号住居跡
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H－11号住居跡層序説明
1　黒褐色細砂層

2　暗褐色細砂圃

3　黒褐色細砂履

4　黒褐色細砂層

5　黒褐色細砂層

6　暗褐色細砂層
H－1工号竃暦序説明
1　極暗褐色細砂層

F　P10％、焼土粒5％、ローム粒を10％を含む。粘性が少しあ
り、締まりは弱い。

FPを僅かに含む。ロームブロック（φ・2～5mm）を10％含む。
粘性が少しあり、締まりはある。
F　P10％、焼土粒・ローム粒・ロームブロック（φ・2～4mm）
を5％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。
ロームブロック（φ・2～10mm）を10％含む。粘性があり、締ま
りは弱い。

ロームブロック（φ自2～5mm）を5％含む。粘性があり、締ま
りFま馨易レ）D

ローム粒を25％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

C15％・焼土ブロック・ロームブロック僅か、灰土を15％含む。
粘性が少しあり、締まりはある。

2　極暗褐色細砂層

3　暗褐色細砂層
4　暗褐色細砂履

5　暗赤褐色細砂層
6　赤褐色細砂層
H－11号柱穴層序説明
1　黒褐色細砂屠
2　暗褐色細砂腰

3　褐色細砂層

C10％、焼土ブロック・ロームブロック僅か、灰土を10％含む。
粘性が少しあり、締まりは弱い。
C5％、ロームブロックを僅かに含む。粘性・締まりともある。
C・焼土ブロックを僅かに含む。粘性があり、締まりは弱い。
焼土ブロックを僅かに含む。粘性が強く、締まりはある。
焼土ブロックを15％含む。粘性が少しあり、締まりはある。

黄褐色ローム土を10％含む。粘性があり、締まりは弱い。
焼土ブロック（φ吊1～2mm）・ローム粒を10％含む。粘性があり、
糸帝まりは弱い。

2層土を5％、焼土ブロック（φ＝5～10mm）・ローム粒5％、炭
化物を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。
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Fig．22　B区H－11号住居跡
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　　1四、　　　　　　　　　　　　　T－1号層序説明
　　　　1　にぶい黄褐色細砂層　C・ローム粒・焼土粒を僅かに含
　　　　　　む。粘性が少しあり、締まりはあ

　　　　　　る。　　　　2　褐色細砂層　　　　　C5％、ローム粒10％・焼土粒・
ヘレユユ　コ　ゆ　　　　　　　　　　　パ　　　　　　　　を　　　む　　　のロ　　ア
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　4勿諺・暗褐色細砂層ll難齢糟性が
　　　　4　黄褐色細砂層　　　　C5％、ロームブロック（φ謂2
　　　　　　～5m皿）を30％含む。粘性が少し　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　あり、締まりはある。

　　、⑲　　ムL＝112．6m　　　A，

　　　ぐ’　◎
　　　　　B　L＝112．6m　　　　　　　　　　　　　　　B’　ゆ　　　　　　　　 　　　　　　　　　

　　Fig．23　B区丁一1号竪穴状遺構、1－1号井戸跡　　　　　　　　　　　46



．1∀ 　 町0εII＝ユ∀

　B　L＝113．4m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B／

　　　　、0　’＝60－2mB－3号掘立柱建物遺構層序説明

1　暗褐色細砂層　Cを5％、焼土粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締ま
りはある。

2　暗褐色細砂層粘性・締まりともある。
3　褐色細砂層　　ロームブックを5％含む。粘性・締まりともある。

　　Fig，24　B区B－3号掘建柱建物遺構

47



lo　　　　
lo

　lΦ欝u　　4　11　　1▽o

　日

・1Ω

士1　　b［

険

B－1号掘立柱建物遺構層序説明
1　暗褐色細砂層　C・ローム粒を僅かに含む。粘性が少しあり、

締まりはある。

2　褐色細砂層　　ソフトローム層。粘性・締まりともある。
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Fig．25　A区B－1号掘立柱建物遺構
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G　L＝112．7m　　G・　　　　H　L＝112．7m　　　H・

　　　　　　　1　暗褐色細砂層　　Cを僅か、ローム粒・焼土粒20％、ロームブロック（φ・2～5皿m）を10％含む。粘性が少しあり、締まりがない。
　　　　　　　2　暗褐色細砂層　　ローム土30％、ロームブロック（φ＝2～5m皿）10％、焼土粒・ローム粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりはない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロハム　をイ　かに　むロ　　ヒがなくヤ　まりはあるロ　　　　　　　4　黒褐色細砂層　　ロームブロック（φ営2～5m皿）・焼土粒・ローム粒を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりはない。
　　　　　　　5蝿褐色細砂層ロームブロック（φ＝2～5mm）を僅かに含む・粘性があり・締まり鰯い・
　　　　Fig．26B区B－4．1，号掘建柱建物遺構』
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B－5号掘立柱建物遺構層序説明

1黒褐色細砂層　C・ロームブロックを5％含む。粘性があり、締まりは弱い。

2　褐色細砂層　　粘性があり、締まりは弱い。

3　暗褐色細砂層粘性があり，締まりは弱い。

　　　　　　　　　Fig．27　B区B－5号掘建柱建物遺構
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B－6号掘立柱建物遺構層序説明

1　暗褐色細砂層　Cを僅かに含む。粘性がなく、締まりは弱い。

2　褐色細砂層　　Cを僅かに含む。粘性がなく、締まりはある。

3　黒褐色細砂層　粘性・締まりない。

　　Fig．28　B区B－6号掘建柱建物遺構
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B－7号掘立柱建物遺構層序説明

1　暗褐色細砂層粘性があり、締まりは弱い。

2　褐色細砂層　　粘性があり、締まりは弱い。

3　黒褐色細砂層　Cを僅かに含む。粘性があり、締まりは弱い。

4　褐色細砂層　　黒褐色細砂層を僅かに含む。粘性が少しあり、締まりはある。

5　黒褐色細砂層　C・ロームブロックを僅かに含む。粘性があり、締まりは弱い。

　　　　　　　Fig．29　B区B－7号掘建柱建物遺構
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B－8号掘立柱建物遺構層序説明
1　褐色細砂層　　粘性が少しあり、締まりは弱い。

2　黄褐色細砂層粘性・締まりともある。

3　暗褐色細砂層　C5％、ローム土を10％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

　　　　Fig．30　B区B－8号掘建柱犀物遺構
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l　　　　　　　　　　B－9号掘立柱建物遺構層序説明
1　　　　　　　　　1　暗褐色細砂層　C5％、ローム粒を僅かに含む。粘性がなく、締まりは弱い。
1　　　　　　　　　2　褐色細砂層　　ローム粒10％、ロームブロックを20％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

　　　　　　　　　3　黄褐色細砂層　ローム主体層。粘性が少しあり、締まりはある。

　　　　Fig．31　B区B－9号掘建柱建物遺構
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B－11号掘立柱建物遺構層序説明
1　褐色細砂層　　　粘性が少しあり、締まりはある。

2　暗褐色細砂層　　粘性が少しあり、締まりは弱い。

3　褐色細砂層　　　C・ロームブロックを僅かに含む。粘性がなく、締まりはある。

4　暗褐色細砂層　　Cを僅かに含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

5　明黄褐色細砂層　粘性があり、締まりはない。

　　　　　　　　　　　　Fig．32　B区B－11号掘建柱建物遺構
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B－12号P9層序説明
1　暗褐色細砂層　　ロームブロック（φ＝20mm）を5％含む。粘性が少』夢り、締まりは弱い。

2　暗褐色細砂層　　FP10％、ロームブロック（φ＝30mm）を僅か、ローム粒（φ・5～10mm）を5％含む。粘1生が少しあり、締まりは弱い。

3　灰黄褐色細砂層　ローム粒を20％含む。粘性があり、締まりは弱い。

　　Fig．33　B区B－12号掘建柱建物遺構　　　　　　P　　　　、

響



　・∀　　　　　　　　　　　　じ

…

B－13号掘立柱建物遺構層序説明
1　黒褐色細砂層　C5％、FP20％、ローム粒を5％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

2　暗褐色細砂層　C10％、FP10％、ロームブロック（φ・10～20mm）を10％、ローム粒を20％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。
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　Fig．34　B区B－13号掘建柱建物遺構
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D－11号土坑層序説明

1　褐色細砂層　　　C5％、炭化物・ローム粒を僅かに含

む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

C・焼土粒・ローム粒・炭化物を僅か

に含む。粘性が少しあり、締まりは弱

いo

乳早色粒を僅かに含む。粘性があり、

締まりは弱い。

A　L＝114、Om

2　黄褐色細砂層

3　明黄褐色細砂層

三’

D－15号土坑層序説明

1　黒褐色細砂層

2　明黄褐色細砂層

3　明黄褐色細砂層

777

3
1

諺
C10％、ローム粒5％、炭化物・

焼土粒を僅かに含む。粘性がなく、

締まりはある。

ローム主体層。黒色土を10％含む。

粘性が少しあり、締まりは弱い。

ローム主体層。粘性が強く、締ま

りはある。

AL＝1！5．9m －

　　　　　　　1

　　　　　　　23彪

D－21号土坑層序説明

1　暗褐色細砂層　C10％、焼土粒を僅か、ローム

　　　　　　　　粒・炭化物を5％含む。粘性が

　　　　　　　　少しあり、硬く締まる。

2　黄褐色細砂層　ローム主体層。Cを30％含む。

　　　　　　　　粘性が少しあり、硬く締まる。

3　黄褐色細砂層　ローム主体層。Cを30％含む。

　　　　　　　　粘性があり、締まりは弱い。

D－26

ム

◎

④

亙

D－66

○
④

A

－0
ざ

卜78　④

《》

AL＝113．Om
Aノ

A　L＝113．4m －

D－26号土坑層序説明

1　暗褐色細砂層　C・ローム粒5％、焼土粒を

　　　　　　　　僅かに含む。粘性が少しあり、

　　　　　　　　癬菅まりは弱い。

2　黄褐色細砂層　ローム粒5％、焼土粒を僅か

　　　　　　　　に含む。粘性が少しあり、締

　　　　　　　　まりは5易い。

D－66号土坑層序説明

1　黒褐色細砂層　F　P30％、ロームブロック（φ一5～10mm）を僅か、ロ

　　　　　　　　ーム粒を5％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

2　暗褐色細砂層　F　P10％、焼土ブロック（φ＝2～10mm）5％、黄褐色

　　　　　　　　ローム土を10％含む。粘性が少しあり、締まりはある。

3　褐色細砂層　　ローム粒5％、ロームブロック（φ・5mm）を僅かに含

　　　　　　　　む。粘性があり、締まりは弱い。

4　黄褐色細砂層　ローム主体層。粘性があり、締まりは弱い。

A　L＝114．1m　Aノ

ー慧一

D－78号土坑層序説明

1　黒褐色細砂層　F　P・ローム粒・黄褐色ロ

　　　　　　　　ーム土を5％含む。粘性が

　　　　　　　　なく、締まりは弱い。

2　褐色細砂層　　1層を10％含む。粘性が少

　　　　　　　　しあり、締まりは弱い。

0 1＝60 2m

Fig．35土坑
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A　L＝123．9m　　　　　A’

一奎癒
B　 Lニ123．9m

B’

　　　　　5

M－1号層序説明
表土

暗褐色細砂層

褐色細砂層

褐色細砂層

黄褐色細砂層

C・FPを僅かに含む。ローム粒・ローム土を20％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

C・ローム粒を5男を含む。粘性があり、締まりは弱い。

C・ローム粒を5％、ロームブロックを30％含む。粘性があり、締まりは弱い。

ローム主体層。ローム粒を5％含む。粘性が少しあり、締まりは弱い。

0 2m

6ヱ Fig．36　B区M－1号古墳
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